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親
鸞
の
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
凡
夫
の
こ
と
で

あ
る
。
従
来
、
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
も
「
煩
悩
具
足
」
と

同
様
に
、
煩
悩
が
完
全
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
た
。
し
か
し
筆
者
は

親
鸞
の
全
著
作
に
お
け
る
様
々
な
用
語
の
使
用
例
か
ら
、
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」
と

は
「
煩
悩
（
の
仏
道
）
を
成
し
遂
げ
る
凡
夫
」
で
あ
り
、
「
煩
悩
（
即
菩
提
）
を
無

自
性
空
と
正
し
く
了
解
す
る
凡
夫
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
「
煩
悩
成
就
」
の
論

理
に
、
親
鸞
の
人
間
論
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成

就
す
る
）
は
、
大
乗
の
正
定
聚
に
住
し
必
ず
滅
度
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
無

自
性
空
」
を
「
無
」
と
曲
解
し
て
、
「
煩
悩
」
を
肯
定
し
、
自
己
や
社
会
や
国
家
の

思
い
通
り
に
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
か
か
る
「
煩
悩
」
の
肯
定

は
、
戦
時
教
学
に
基
づ
く
法
学
論
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
凡
夫
が
「
煩
悩
」
を

無
自
性
空
と
正0

し
く

0

0

了
解
す
る
「
煩
悩
成
就
」
に
、
煩
悩
を
生
き
る
人
間
の
仏
道
が

「
成
就
」
す
る
と
い
え
よ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　

凡
夫
　

人
間
論
　

煩
悩
成
就
　

煩
悩
具
足
　

大
江
淳
誠

　

序
論

　

筆
者
は
、
拙
稿
「
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
仏
教
「
法
学
」
論
の
研
究
序
説
（
一
）―

親
鸞
に
お
け
る
煩
悩
理
解
の
二
側
面
」

１

に
お
い
て
、
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
「
仏
教
」

か
ら
「
法
学
」
を
研
究
す
る
こ
と

２

を
目
的
に
、
親
鸞
の
説
く
「
煩
悩
」
の
二
面
性
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
仏
教
「
法
学
」
論
の
先
行
研
究

に
は
、
法
学
者
の
小
野
清
一
郎

３

、
平
川
宗
信

４

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
す

で
に
拙
稿
に
論
じ
た
よ
う
に

５

、
か
か
る
仏
教
「
法
学
」
（
真
宗
「
法
学
」
）
の
研
究

は
、
法
学
分
野
に
限
ら
ず
、
仏
教
学
で
は
応
用
仏
教
学
、
真
宗
学
で
は
実
践
真
宗
学

の
範
疇
に
あ
り
、
仏
教
学
、
真
宗
学
の
研
究
分
野
と
い
え
る

６

。
筆
者
は
真
宗
学
、
仏

教
学
の
立
場
か
ら
、
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
仏
教
「
法
学
」
論
の
研
究
を
試
み
た
い

７ 

。

　

さ
て
前
述
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、
親
鸞
が
「
一
切
善
悪
凡
夫
人

８

」
と
述
べ
、
あ
ら

ゆ
る
人
間
を
凡
夫
で
あ
る
と
示
し
、
さ
ら
に
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫

９

」
、
「
煩
悩
具
足

の
凡
夫

10 

」
と
語
り
、
凡
夫
を
「
煩
悩
」
と
関
連
付
け
て
語
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
に

お
け
る
「
煩
悩
」
を
論
じ
、
親
鸞
に
は
煩
悩
理
解
に
二
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
そ
の
二
側
面
と
は
、
「
断
煩
悩
」
（
生
死
流
転
・
退
転
）
と
「
不
断
煩
悩
」

（
即
菩
提
・
即
涅
槃
・
救
済
）
の
側
面
で
あ
る
。
拙
稿
で
は
、
親
鸞
思
想
に
基
づ
く

仏
教
「
法
学
」
論
の
序
説
と
し
て
の
意
味
合
い
か
ら
、
そ
の
研
究
意
義
を
示
す
必
要

が
あ
り
、
紙
幅
の
都
合
上
、
「
煩
悩
」
に
関
す
る
文
言
は
一
部
の
み
を
示
す
に
留
め

た
。
当
稿
で
は
、
親
鸞
著
作
の
全
文
献
を
示
し
て
、
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
」
に
つ

い
て
明
か
し
て
い
く
。
先
の
拙
稿
に
お
い
て
は
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」

の
文
言
に
も
注
目
し
、
親
鸞
が
「
煩
悩
成
就
」
と
語
る
場
合
は
、
「
不
断
煩
悩
」
の

側
面
の
み
が
語
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
煩
悩
具
足
」
と
語
る
場
合
は
、
主
に

「
断
煩
悩
」
の
側
面
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
も
一
部
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
理
由
は
、
煩
悩
を
具
足

す
る
身
で
あ
る
凡
夫
は
、
「
煩
悩
の
成
就
（
完
成
）
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
こ
と
）
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に
お
い
て
煩
悩
の
無
自
性
（
即
菩
提
、
即
涅
槃
）
を
証
知
さ
れ
る
が
故
に
、
「
煩
悩

成
就
」
に
お
い
て
は
「
即
菩
提
」
、
「
即
涅
槃
」
が
語
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
と

推
察
し
て
い
る
。

　

多
く
の
先
行
研
究
で
は
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
の
相
違
に
つ
い

て
注
目
せ
ず11

、
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」
も
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
も
、
「
あ
ら
ゆ
る

煩
悩
を
の
こ
ら
ず
完
全
に
具
え
て
い
る
」12

、
「
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
わ
え
て
い

る
」
凡
夫
と
解
釈
さ
れ
、
両
者
と
も
に
「
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
」
凡
夫
と
い

う
意
味
の
理
解
に
留
ま
っ
て
い
る

13

。
し
か
し
筆
者
は
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具

足
」
の
意
味
は
相
違
す
る
も
の
と
考
え
る

14

。
結
論
を
先
に
す
れ
ば
「
煩
悩
具
足
」
の

意
味
は
「
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
「
煩
悩

成
就
」
は
そ
の
意
味
の
み
で
は
な
い
。
現
漢
文
で
「
煩
悩
具
足
」
と
「
具
足
煩
悩
」

と
が
あ
り
、
両
者
は
「
煩
悩
を
具
足
す
る
」
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
煩
悩
成

就
」
は
「
煩
悩
を
成
就
す
る
」
「
煩
悩
が
成
就
す
る
」
の
読
み
が
可
能
で
あ
る

15

。
筆

者
は
こ
の
う
ち
「
煩
悩
を
成
就
す
る
」
と
い
う
意
味
で
理
解
し
、
「
煩
悩
成
就
の
凡

夫
」
と
は
「
煩
悩
を
成
就
す
る
凡
夫
」
と
解
す
る
。
こ
の
「
煩
悩
を
成
就
す
る
」
こ

と
に
つ
い
て
、
「
消
滅
す
べ
き
煩
悩
」
を
消
滅
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
成
就
し
た
」

つ
ま
り
「
成
し
遂
げ
た
」
と
考
え
る
と
、
親
鸞
は
、
煩
悩
を
断
つ
べ
き
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
煩
悩
を
断
つ
こ
と
の
で
き
な
い
凡
夫
に
対
し
、
「
煩
悩
成
就
」
と
示

し
た
こ
と
に
な
り
、
違
和
感
が
生
じ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る

16

。
し
か
し
筆
者
は
、

「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
、
達
成
す
る
、
完
成
す
る

17

）
と
は
「
煩
悩
」
の

真
実
（
無
自
性
空
）
を
成
し
遂
げ
る

18

（
正
し
く
了
解
す
る
）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

こ
こ
に
い
う
「
煩
悩
」
と
は
「
断
煩
悩
」
と
し
て
の
「
煩
悩
」
で
は
な
く
「
煩
悩
即

菩
提
」
「
生
死
即
涅
槃
」
の
「
煩
悩
」
を
成
就
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
に

救
済
の
成
立
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
当
稿
で
は

引
文
も
含
め

19

親
鸞
の
全
著
作
か
ら
、
親
鸞
の
説
く
「
煩
悩
」
を
「
断
煩
悩
」
の
側
面

と
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
と
に
分
類
し
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
の
相
違

を
明
確
に
し
て
い
く
。
次
に
、
親
鸞
の
「
凡
夫
」
に
お
け
る
二
側
面
を
考
察
し
、
最

後
に
「
具
足
」
と
「
成
就
」
の
使
用
に
つ
い
て
、
仏
・
菩
薩
と
そ
れ
以
外
（
衆
生
・

凡
夫
）
と
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
「
具
足
」
と
「
成
就
」
を
考
察
し
て
い
く
。
か
か

る
方
法
に
よ
り
、
親
鸞
の
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
と
「
煩
悩
成
就
」

（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
の
相
違
を
示
し
、
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
親
鸞
の
著
作
に
お
い
て
仏
・
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
・
法
蔵

菩
薩
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
本
論
文
で
は
仏
・
菩
薩
（
阿
弥
陀
仏
・
法
蔵
菩
薩
・

諸
仏
・
諸
菩
薩
）
と
そ
れ
以
外
（
凡
夫
・
衆
生
な
ど
）
を
分
類
し
、
「
煩
悩
成
就
」

の
意
味
を
明
か
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
た
め
、
阿
弥
陀
仏
・
法
蔵
菩
薩
も
、

仏
・
菩
薩
の
中
に
含
め
て
論
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

一
　

親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
」
の
二
側
面

　

親
鸞
は
、
「
煩
悩
」
に
つ
い
て
二
側
面
を
語
る
。
一
つ
は
「
断
煩
悩
」
（
生
死
流

転
・
退
転
）
の
側
面
と
、
も
う
一
つ
は
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩
提
・
即
涅
槃
・
不
退

転
・
救
済
・
無
自
性
空

20

）
の
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
は
決
し
て
別
の
も

の
で
は
な
く
、
「
煩
悩
」
の
二
側
面
、
二
面
性
を
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
」
の
二
側
面
に
関
連
し
て
、
大
江
淳
誠
と
村
上
速
水

の
先
行
研
究
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
大
江
は
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
末

に
『
涅
槃
経
』
を
引
用
す
る
こ
と
は
罪
業
無
自
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
罪

業
無
自
性
の
義
は
衆
生
の
体
の
無
自
性
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
「
真
仏
土
巻
」
に

お
い
て
も
『
涅
槃
経
』
を
引
用
す
る
こ
と
も
こ
の
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
そ
し
て
大
江
は
、
古
来
真
宗
内
の
学
轍
の
中
に
お
い
て
皆
有
仏
性
の
義
を
怖

れ
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
真
宗
の
他
力
回
向
義
を
阻
害
す
る
と
な
す
も
の
が
あ
る
が
、

こ
の
理
解
は
真
宗
教
義
の
合
理
的
根
拠
を
失
う
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
す
る
。
ま
た

煩
悩
転
じ
て
菩
提
と
な
る
こ
と
の
所
以
は
、
惑
智
一
体
の
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
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て
、
諸
有
皆
空
無
所
有
の
通
仏
教
の
思
想
を
根
底
と
す
る
も
の
と
も
述
べ
る
。
さ
ら

に
『
教
行
信
証
』
の
理
論
に
は
二
面
が
あ
り
、
一
に
は
衆
生
と
仏
と
を
相
対
し
機
法

の
関
係
を
立
て
、
如
来
の
力
用
が
衆
生
の
上
に
動
い
て
転
迷
開
悟
せ
し
め
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
し
、
二
に
は
衆
生
と
仏
と
共
に
一
如
の
根
底
に
立
つ
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
初
め
の
義
は
諸
法
仮
有
の
上
に
立
っ
て
迷
悟
染
浄
の

界
畔
に
依
っ
て
示
し
、
後
の
義
は
皆
空
無
相
の
上
よ
り
表
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た

上
で
、
こ
の
こ
と
は
、
龍
樹
以
下
所
謂
真
宗
伝
統
の
七
祖
お
よ
び
親
鸞
の
著
す
と
こ

ろ
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
哲
学
の
理
論
を
そ
の
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
じ
て
い

る
21

。
ま
た
大
江
は
、
衆
生
に
つ
い
て
空
仮
の
両
義
を
も
っ
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
曇

鸞
に
始
ま
り
、
道
綽
、
善
導
、
源
信
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

22

、

「
空
無
所
有
の
故
に
体
空
な
り
、
し
か
も
業
感
の
別
あ
る
が
故
に
仮
名
相
中
に
迷
悟

を
生
ず
と
な
す
こ
と
は
、
相
承
の
列
祖
中
に
い
う
所
で
あ
っ
て
、
こ
の
衆
生
に
対
す

る
両
面
の
解
釈
が
真
宗
の
救
済
論
の
枢
軸
を
な
す
の
で
あ
る
。
」

23

と
も
述
べ
る
。

　

次
に
村
上
は
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
に
『
涅
槃
経
』
の
皆
有
仏
性
の

義
を
引
用
す
る
意
に
つ
い
て
、
諸
法
の
空
無
自
性
な
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
り
、

衆
生
の
中
に
仏
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
仏
性
中
に
衆
生
が
あ
る
と
い
う

方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
仏
と
衆
生
と
は
無
自
性
空
を
共
通
の

基
盤
と
す
る
か
ら
煩
悩
が
転
じ
て
菩
提
と
な
り
、
生
死
を
全
う
じ
て
涅
槃
と
な
り
得

る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
煩
悩
に
固
定
し
た
自
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
煩
悩
に
つ
い
て
菩

提
に
転
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

24

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
迷
悟
差
別
の
宛
然
た
る

と
こ
ろ
に
救
済
の
悲
願
が
起
る
引
由
が
あ
り
、
生
仏
ひ
と
し
く
無
自
性
空
で
あ
る
と

こ
ろ
に
凡
夫
も
つ
い
に
仏
果
に
至
る
こ
と
を
得
る
理
由
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

両
義
相
俟
っ
て
他
力
救
済
の
意
義
が
成
ず
る
と
も
述
べ
る
。
そ
し
て
他
力
廻
向
が
実

践
さ
れ
、
他
力
救
済
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
生
仏
一
如
に
し
て
無
自
性
で
あ
る

義
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
生
仏
異
質
な
り
と
す
れ
ば
衆
生
の
成
仏
は
不
可
能

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
も
指
摘
し
て
い
る

25

。

　

筆
者
は
こ
の
大
江
、
村
上
の
両
説
を
踏
ま
え
、
親
鸞
に
お
け
る
煩
悩
の
二
側
面

に
つ
い
て
、
以
下
に
「
断
煩
悩
」
（
生
死
流
転
・
退
転
）
と
「
不
断
煩
悩
」
（
即

菩
提
・
即
涅
槃
・
救
済
・
無
自
性
空
・
不
退
転
）
の
二
種
に
分
類
し
て
み
た
い
。

親
鸞
の
全
著
作
を
網
羅
し
、
最
初
に
「
断
煩
悩
」
の
側
面
、
次
に
「
不
断
煩
悩
」
の

箇
所
を
挙
げ
て
い
く
。
「
断
煩
悩
」
の
側
面
の
う
ち
、
い
く
つ
か
に
◎
の
印
を
付
し

た
。
◎
は
筆
者
に
よ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
◎
印
の
文
言
は
阿
弥
陀
如
来
の
力
用
に
よ

り
「
断
煩
悩
」
か
ら
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
へ
と
開
導
せ
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
文
言

で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
よ
り
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
と
「
煩
悩
具

足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
の
相
違
も
明
確
に
し
た
い
。

　

ま
ず
は
主
著
と
な
る
『
教
行
信
証
』
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
親
鸞
は
『
教

行
信
証
』
に
お
い
て
、
引
文
も
含
め
「
煩
悩
」
を
百
二
十
箇
所
示
し
、
そ
の
う
ち

「
断
煩
悩
」
の
側
面
に
該
当
す
る
も
の
は
約
九
十
箇
所
、
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に

該
当
す
る
箇
所
は
、
約
三
十
箇
所
で
あ
る
。
「
行
巻
」
、
「
証
巻
」
、
「
真
仏
土

巻
」
、
「
化
身
土
巻
」
に
そ
れ
ぞ
れ
語
ら
れ
て
い
る
の
で
ま
と
め
た
い
。
当
稿
で
は

『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈
版
）
』
を
使
用
し
、
「
煩
悩
成
就
」
と
「
煩
悩
具
足
」
に

関
す
る
部
分
は
傍
線
を
付
す
こ
と
に
し
、
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
。
基
本
的
に
は

一
行
を
引
用
し
、
見
極
め
が
難
し
い
文
言
の
場
合
は
前
後
の
文
言
も
合
わ
せ
て
引
用

し
て
い
る
。
最
初
に
「
断
煩
悩
」
の
箇
所
を
挙
げ
た
い
。
そ
の
文
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。「

行
巻
」

も
し
人
、
菩
提
心
の
な
か
に
念
仏
三
昧
を
行
ず
れ
ば
、
一
切
の
煩
悩
、
一
切
の

諸
障
、
こ
と
ご
と
く
み
な
断
滅
す
と
。
（
大
行
釈
・
一
六
一
頁
）

自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
、
善
根
薄
少
に
し
て
三
界
に
流
転
し
て
火

宅
を
出
で
ず
と
信
知
す
。
（
大
行
釈
・
一
八
八
頁
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以

下
同
）
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善
見
薬
王
の
ご
と
し
、
よ
く
一
切
煩
悩
の
病
を
破
す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
（
一
乗
海

釈
・
二
〇
〇
頁
）

な
ほ
大
水
の
ご
と
し
、
よ
く
一
切
煩
悩
の
垢
を
滌
ぐ
が
ゆ
ゑ
に
。
（
一
乗
海

釈
・
二
〇
一
頁
）

◎
　

煩
悩
の
林
に
遊
ん
で
神
通
を
現
じ
、
生
死
の
園
に
入
り
て
応
化
を
示
す
と

い
へ
り
。
（
正
信
偈
・
二
〇
五
頁
。
◎
印
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
）

◎
　

わ
れ
ま
た
か
の
摂
取
の
な
か
に
あ
れ
ど
も
、
煩
悩
、
眼
を
障
へ
て
見
た
て

ま
つ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
大
悲
、
倦
き
こ
と
な
く
し
て
つ
ね
に
わ
れ
を
照
ら
し

た
ま
ふ
と
い
へ
り
。
（
正
信
偈
・
二
〇
七
頁
）

「
信
巻
」

〈
十
方
に
お
の
お
の
恒
河
沙
等
の
諸
仏
ま
し
ま
し
て
、
同
じ
く
釈
迦
よ
く
五
濁

悪
時
・
悪
世
界
・
悪
衆
生
・
悪
見
・
悪
煩
悩
・
悪
邪
・
無
信
の
盛
り
な
る
と
き

に
お
い
て
、
弥
陀
の
名
号
を
指
讃
し
て
衆
生
を
勧
励
せ
し
め
て
、
称
念
す
れ
ば

か
な
ら
ず
往
生
を
得
と
讃
じ
た
ま
ふ
〉
（
大
信
釈
・
二
二
〇
頁
）

◎
　

随
ひ
て
一
門
を
出
づ
る
は
、
す
な
は
ち
一
煩
悩
の
門
を
出
づ
る
な
り
。

（
大
信
釈
・
二
二
二
頁
）

〈
中
間
の
白
道
四
五
寸
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
衆
生
の
貪
瞋
煩
悩
の
な
か

に
、
よ
く
清
浄
願
往
生
の
心
を
生
ぜ
し
む
る
に
喩
ふ
。
（
大
信
釈
・
二
二
五

頁
）

自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
、
善
根
薄
少
に
し
て
三
界
に
流
転
し
て
火

宅
を
出
で
ず
と
信
知
す
。
（
大
信
釈
・
二
二
八
頁
）

◎
　

ま
た
い
は
く
（
往
生
要
集
・
中
）
、
「
わ
れ
ま
た
か
の
摂
取
の
な
か
に
あ

れ
ど
も
、
煩
悩
、
眼
を
障
へ
て
見
た
て
ま
つ
る
に
あ
た
は
ず
と
い
へ
ど
も
、
大

悲
、
倦
き
こ
と
な
く
し
て
、
つ
ね
に
わ
が
身
を
照
ら
し
た
ま
ふ
」
と
。
（
三
一

問
答
・
二
二
九
頁
）

◎
　

如
来
の
至
心
を
も
つ
て
、
諸
有
の
一
切
煩
悩
悪
業
邪
智
の
群
生
海
に
回
施

し
た
ま
へ
り
。
（
三
一
問
答
・
二
三
一
頁
）

◎
　

し
か
る
に
微
塵
界
の
有
情
、
煩
悩
海
に
流
転
し
、
生
死
海
に
漂
没
し
て
、

真
実
の
回
向
心
な
し
、
清
浄
の
回
向
心
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
如
来
、
一
切
苦
悩

の
群
生
海
を
矜
哀
し
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ひ
し
と
き
、
（
中
略
）
利

他
真
実
の
欲
生
心
を
も
つ
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
へ
り
。
（
三
一
問
答
・

二
四
一
頁
）

◎
　

ま
た
『
論
』
（
論
註
・
下
）
に
い
は
く
、
「
〈
出
第
五
門
と
は
、
大
慈

悲
を
も
つ
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
、
応
化
の
身
を
示
し
て
、
生
死

の
園
、
煩
悩
の
林
の
な
か
に
回
入
し
て
、
神
通
に
遊
戯
し
教
化
地
に
至
る
。

（
三
一
問
答
・
二
四
三
頁
）

黒
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
明
煩
悩
の
黒
業
、
二
乗
・
人
・
天
の
雑
善
な
り
。

（
三
一
問
答
・
二
四
四
頁
）

◎
　

す
で
に
煩
悩
を
離
れ
て
、
よ
く
衆
生
三
毒
の
利
箭
を
抜
く
。
（
明
所
被

機
・
二
七
〇
頁
）

《
阿
闍
世
》
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
等
を
具
足
せ
る
も
の
な
り
。
（
明
所
被

機
・
二
七
八
頁
）

仏
性
を
生
ぜ
ざ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
煩
悩
の
怨
生
ず
。
（
明
所

被
機
・
二
七
八
頁
）

煩
悩
の
怨
生
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
性
を
見
ざ
る
な
り
。
（
明
所
被
機
・
二
七
八

頁
）

煩
悩
を
生
ぜ
ざ
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
仏
性
を
見
る
。
仏
性
を
見

る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
大
般
涅
槃
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
。
（
明

所
被
機
・
二
七
八
頁
）

◎
　

こ
こ
を
も
つ
て
仏
の
得
た
ま
ふ
と
こ
ろ
の
功
徳
を
見
た
て
ま
つ
り
、
衆
生

の
煩
悩
悪
心
を
破
壊
せ
し
む
〉
と
。
（
明
所
被
機
・
二
八
七
頁
）

◎
　

ま
た
願
は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
、
永
く
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
を
破
し
、
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了
々
に
仏
性
を
見
る
こ
と
、
な
ほ
妙
徳
の
ご
と
く
し
て
等
し
か
ら
ん
〉
と
。

（
明
所
被
機
・
二
八
九
頁
）

か
の
罪
を
造
る
人
は
、
み
づ
か
ら
妄
想
の
心
に
依
止
し
、
煩
悩
虚
妄
の
果
報
の

衆
生
に
よ
り
て
生
ず
。
（
明
所
被
機
・
三
〇
〇
頁
）

26

「
証
巻
」

◎
　

生
死
の
園
、
煩
悩
の
林
の
な
か
に
回
入
し
て
、
神
通
に
遊
戯
し
て
教
化
地

に
至
る
。
（
還
相
回
向
釈
・
三
一
三
頁
）

◎
　

仏
地
の
功
徳
は
習
気
・
煩
悩
の
垢
ま
し
ま
さ
ず
。
（
還
相
回
向
釈
・

三
一
九
頁
）

◎
　

こ
れ
は
凡
夫
、
煩
悩
の
泥
の
な
か
に
あ
り
て
、
菩
薩
の
た
め
に
開
導
せ
ら

れ
て
、
よ
く
仏
の
正
覚
の
華
を
生
ず
る
に
喩
ふ
。
（
還
相
回
向
釈
・
三
一
九

頁
）

◎
　

た
と
へ
ば
出
家
の
聖
人
は
、
煩
悩
の
賊
を
殺
す
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
名
づ

け
て
比
丘
と
す
。
（
還
相
回
向
釈
・
三
二
四
頁
）

◎
　

〈
巧
方
便
〉
と
は
、
い
は
く
、
菩
薩
願
ず
ら
く
、
〈
お
の
れ
が
智
慧
の
火

を
も
つ
て
一
切
衆
生
の
煩
悩
の
草
木
を
焼
か
ん
と
、
も
し
一
衆
生
と
し
て
成
仏

せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
わ
れ
仏
に
な
ら
じ
〉
と
。
（
還
相
回
向
釈
・
三
二
六

頁
）

「
真
仏
土
巻
」

一
切
衆
生
は
、
つ
ね
に
無
量
の
煩
悩
の
た
め
に
覆
は
れ
て
、
慧
眼
な
き
が
ゆ
ゑ

に
、
見
る
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
（
真
仏
土
釈
・
三
四
五
頁
）

煩
悩
の
身
、
無
常
の
身
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
大
楽
と
名
づ
く
。
（
真
仏
土

釈
・
三
四
六
頁
）

ま
た
の
た
ま
は
く
（
涅
槃
経
・
徳
王
品
）
、
「
善
男
子
、
諸
仏
如
来
は
煩
悩
起

ら
ず
、
こ
れ
を
涅
槃
と
名
づ
く
。
（
真
仏
土
釈
・
三
四
八
頁

27

） 

一
切
衆
生
は
こ
と
ご
と
く
仏
性
あ
れ
ど
も
、
煩
悩
覆
へ
る
が
ゆ
ゑ
に
見
る
こ
と

を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
と
。
（
真
仏
土
釈
・
三
五
五
頁

28

） 

世
尊
、
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
断
は
、
い
は
ゆ
る
須
陀
洹
果
・
斯
陀
含
果
・
阿

那
含
果
・
阿
羅
漢
果
・
辟
支
仏
道
は
、
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
の
習
を
断
ず
。
（
真

仏
土
釈
・
三
六
七
頁
）

惑
染
の
衆
生
、
こ
こ
に
し
て
性
を
見
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
煩
悩
に
覆
は
る
る
が

ゆ
ゑ
に
。
（
真
仏
土
結
釈
・
三
七
一
頁
）

「
方
便
化
身
土
巻
」

◎
　

し
か
る
に
今
の
時
の
衆
生
、
こ
と
ご
と
く
煩
悩
の
た
め
に
繋
縛
せ
ら
れ

て
、
い
ま
だ
悪
道
生
死
等
の
苦
を
勉
れ
ず
。
縁
に
随
ひ
て
行
を
起
し
て
、
一
切

の
善
根
つ
ぶ
さ
に
す
み
や
か
に
回
し
て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
せ
ん
と
願
ぜ

ん
。
（
観
経
隠
顕
・
三
八
八
～
三
八
九
頁
）

貪
瞋
諸
見
の
煩
悩
来
り
間
断
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
慚
愧
・
懺
悔
の
心
あ
る
こ
と
な

き
が
ゆ
ゑ
に
。
（
観
経
隠
顕
・
三
八
九
頁
）

一
時
に
煩
悩
百
た
び
千
た
び
間
は
る
。
（
観
経
隠
顕
・
三
九
〇
頁
）

◎
　

次
下
の
文
に
い
は
く
、
十
方
に
お
の
お
の
恒
河
沙
等
の
諸
仏
ま
し
ま
し

て
、
同
じ
く
釈
迦
を
讃
め
た
ま
は
く
、
〈
よ
く
五
濁
悪
時
・
悪
世
界
・
悪
衆

生
・
悪
煩
悩
・
悪
邪
・
無
信
の
盛
ん
な
る
と
き
に
お
い
て
、
弥
陀
の
名
号
を

指
讃
し
て
衆
生
を
勧
励
し
て
称
念
せ
し
む
れ
ば
、
か
な
ら
ず
往
生
を
得
〉
と
。

（
真
門
釈
・
四
〇
二
頁
）

黒
闇
生
死
海
を
行
じ
て
、
解
脱
を
得
と
い
へ
ど
も
、
煩
悩
を
雑
す
る
は
、
こ
の

人
還
り
て
悪
果
報
を
受
く
。
（
真
門
釈
・
四
〇
八
頁
）

か
く
の
ご
と
き
漸
次
に
劫
尽
き
、
も
ろ
も
ろ
の
天
人
尽
き
、
一
切
の
善
業
白
法

尽
滅
し
て
、
大
悪
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
溺
を
増
長
せ
ん
。
（
外
教
釈
・
四
四
二

頁
）

か
く
の
ご
と
き
次
第
に
劫
尽
き
、
も
ろ
も
ろ
の
天
人
尽
き
、
白
法
ま
た
尽
き

て
、
大
悪
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
溺
を
増
長
せ
ん
。
（
外
教
釈
・
四
四
二
頁
）

04田中無量－縦.indd   5904田中無量－縦.indd   59 2021/08/06   17:32:462021/08/06   17:32:46



田中　無量 60

了
知
清
浄
士
よ
、
か
く
の
ご
と
き
次
第
に
、
い
ま
劫
濁
・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・

大
悪
煩
悩
濁
・
闘
諍
悪
世
の
時
、
人
寿
百
歳
に
至
り
て
、
一
切
の
白
法
尽
き
、

一
切
の
諸
悪
闇
翳
な
ら
ん
。
（
外
教
釈
・
四
四
三
頁
）

世
間
は
た
と
へ
ば
海
水
の
一
味
に
し
て
大
鹹
な
る
が
ご
と
し
、
大
煩
悩
の
味
は

ひ
世
に
遍
満
せ
ん
。
集
会
の
悪
党
、
手
に
髑
髏
を
執
り
、
血
を
そ
の
掌
に
塗
ら

ん
、
と
も
に
あ
ひ
殺
害
せ
ん
。
（
外
教
釈
・
四
四
三
頁
）

源
信
、
『
止
観
』
に
よ
り
て
い
は
く
（
往
生
要
集
・
中
）
、
「
魔
は
煩
悩
に
よ

り
て
菩
提
を
妨
ぐ
る
な
り
。
鬼
は
病
悪
を
起
し
命
根
を
奪
ふ
」
（
意
）
と
。

（
後
序
・
四
七
一
頁
）

　

右
に
示
し
た
箇
所
に
よ
る
と
、
「
煩
悩
」
は
「
貪
瞋
煩
悩
」
で
あ
り
、
「
無
明
」

で
あ
り
、
「
悪
業
」
で
あ
り
、
「
悪
果
報
」
を
齎
す
も
の
で
あ
る
。
「
煩
悩
」
は
断

ず
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
断
煩
悩
」
に
お
い
て
「
解
脱
」
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
傍
線

に
示
し
た
よ
う
に
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
は
こ
の
側
面
に
該
当
す

る
も
の
が
多
く
語
ら
れ
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
に
つ
い
て
は

該
当
す
る
も
の
が
一
切
な
い
。
そ
し
て
◎
箇
所
に
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
悲

引
に
よ
り
、
煩
悩
は
「
悪
道
生
死
等
の
苦
を
勉
れ
ず
」
「
悪
果
報
を
受
く
」
と
い
う

い
わ
ゆ
る
業
報
思
想

29

に
基
づ
く
「
断
煩
悩
」
の
側
面
か
ら
、
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩

提
・
無
自
性
空
・
救
済
）
の
側
面
へ
と
開
導
せ
ら
れ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
30

。

　

続
い
て
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩
提
、
即
涅
槃
）
の
側
面

を
列
挙
し
て
い
き
た
い
。
か
か
る
箇
所
に
は
、
「
住
正
定
聚
」
、
「
必
至
滅
度
」
が

説
か
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
救
済
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
文
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

「
行
巻
」

『
経
』
に
説
き
て
「
煩
悩
の
氷
解
け
て
功
徳
の
水
と
成
る
」
と
の
た
ま
へ
る
が

ご
と
し
。
（
一
乗
海
釈
・
一
九
七
頁
）

よ
く
一
念
喜
愛
の
心
を
発
す
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
な
り
。

（
正
信
偈
・
二
〇
三
頁
）

「
信
巻
」

菩
提
心
不
可
壊
の
法
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
煩
悩
、
諸
魔
怨
敵
、
壊
す
る
こ
と

あ
た
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
（
大
信
釈
・
二
二
八
頁
）

菩
提
の
心
も
ま
た
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
無
量
劫
に
お
い
て
生
死
の
な
か
、
も

ろ
も
ろ
の
煩
悩
の
業
に
処
す
る
に
、
断
滅
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
ま
た
損
減
な

し
〉
（
大
信
釈
・
二
二
九
頁
）

信
は
よ
く
永
く
煩
悩
の
本
を
滅
す
。
（
三
一
問
答
・
二
三
八
頁
）

「
証
巻
」

し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ

ば
、
即
の
と
き
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ

に
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
（
真
実
証
・
三
〇
七
頁
）

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
れ

ば
、
三
界
の
繋
業
、
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
（
真
実
証
・
三
一
一
頁
）

す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
。
い
づ
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き

や
」
と
。
（
真
実
証
・
三
一
一
頁
）

「
真
仏
土
巻
」

ま
た
因
果
と
名
づ
く
、
ま
た
煩
悩
と
名
づ
く
、
ま
た
解
脱
と
名
づ
く
、
（
真
仏

土
釈
・
三
五
三
頁
）

凡
夫
人
、
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る

に
、
三
界
の
繋
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
（
真
仏
土
釈
・
三
五
八
頁
）

す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
。
い
づ
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き

や
」
と
。
（
真
仏
土
釈
・
三
五
八
頁
）

一
切
の
法
は
み
な
こ
れ
化
な
り
。
こ
の
法
の
な
か
に
お
い
て
（
中
略
）
諸
仏
の

法
の
変
化
あ
り
、
煩
悩
の
法
の
変
化
あ
り
、
（
真
仏
土
釈
・
三
六
六
頁
）
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右
に
示
し
た
箇
所
に
よ
る
と
、
煩
悩
は
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
（
無
自
性
）
、
煩

悩
の
本
（
実
体
・
本
質
）
を
滅
す
と
い
う
「
信
心
」
、
あ
る
い
は
浄
土
に
生
ず
る
こ

と
31

に
お
い
て
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
そ

れ
に
よ
り
「
正
定
聚
」
に
住
し
、
必
ず
「
滅
度
」
に
至
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
し

て
こ
こ
に
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
も
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方

で
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
は
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
つ
ま
り
親
鸞

の
主
著
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
は

「
断
煩
悩
」
（
生
死
流
転
）
の
煩
悩
の
側
面
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す

る
）
は
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩
提
、
即
涅
槃
）
の
煩
悩
の
側
面
と
に
分
類
し
て
著
述

さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
『
教
行
信
証
』
以
外
の
著
作
に
つ
い
て
も
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
以

下
に
「
断
煩
悩
」
の
側
面
を
列
挙
し
た
い
。

　

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

◎
　

大
慈
大
悲
の
弘
誓
、
広
大
難
思
の
利
益
、
い
ま
し
煩
悩
の
稠
林
に
入
り
て

諸
有
を
開
導
し
、
す
な
は
ち
普
賢
の
徳
に
遵
ひ
て
群
生
を
悲
引
す
。
（
三
法
列

釈
・
四
八
三
頁
）

◎
　

蓮
華
蔵
世
界
に
至
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
す
な
は
ち
寂
滅
平
等
身
を
証
せ
し

む
。
煩
悩
の
林
に
遊
び
て
神
通
を
現
じ
、
生
死
の
園
に
入
り
て
応
化
を
示
す

と
。
（
念
仏
正
信
偈
・
四
八
七
頁
）

◎
　

ま
た
〈
中
間
の
白
道
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
、
貪
瞋
煩
悩
の
な
か
に
よ

く
清
浄
願
往
生
の
心
を
生
ぜ
し
む
る
に
喩
ふ
。
（
問
答
分
・
四
九
三
頁
）

　

『
愚
禿
鈔
』

六
悪
と
は
、
一
に
は
悪
時
、
二
に
は
悪
世
界
、
三
に
は
悪
衆
生
、
四
に
は
悪

見
、
五
に
は
悪
煩
悩
、
六
に
は
悪
邪
無
信
盛
時
な
り
。
（
下
・
深
心
釈
・

五
二
七
頁
）

◎
　

一
つ
に
は
、
「
随
ひ
て
一
門
を
出
づ
る
は
、
す
な
は
ち
一
煩
悩
門
を
出
づ

る
な
り
」
（
散
善
義
）
（
下
・
回
向
発
願
心
釈
・
五
三
三
頁
）

『
入
出
二
門
偈
』

◎
　

か
の
土
に
生
れ
を
は
り
て
、
す
み
や
か
に
疾
く
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
、

巧
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
を
は
り
て
、
生
死
の
園
・
煩
悩
の
林
に
入
り

て
、
応
化
身
を
示
し
、
神
通
に
遊
ぶ
、
教
化
地
に
至
り
て
群
生
を
利
せ
し
む
。

（
五
四
八
頁
）

◎
　

こ
れ
は
凡
夫
、
煩
悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、
仏
の
正
覚
の
華
を
生
ず
る

に
喩
ふ
る
な
り
。
こ
れ
は
如
来
の
本
弘
誓
不
可
思
議
力
を
示
す
。
（
五
四
九

頁
）

『
尊
号
真
像
銘
文
』

煩
悩
具
足
の
衆
生
は
、
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な
し
、
濁
悪
邪

見
の
ゆ
ゑ
な
り
。
（
本
・
六
四
三
頁
）

◎
　

「
無
碍
」
と
い
ふ
は
さ
は
る
こ
と
な
し
と
な
り
、
さ
は
る
こ
と
な
し
と
申

す
は
、
衆
生
の
煩
悩
悪
業
に
さ
へ
ら
れ
ざ
る
な
り
。
（
本
・
六
五
二
頁
）

◎
　

「
我
亦
在
彼
摂
取
之
中
　

煩
悩
障
眼
雖
不
能
見
　

大
悲
無
倦
常
照
我
身
」

（
往
生
要
集
・
中
）
文
「
我
亦
在
彼
摂
取
之
中
」
と
い
ふ
は
、
わ
れ
ま
た
か
の

摂
取
の
な
か
に
あ
り
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
「
煩
悩
障
眼
」
と
い
ふ
は
、
わ
れ

ら
煩
悩
に
ま
な
こ
さ
へ
ら
る
と
な
り
。
（
末
・
六
六
二
頁
）

「
雖
不
能
見
」
と
い
ふ
は
、
煩
悩
の
ま
な
こ
に
て
仏
を
み
た
て
ま
つ
る
こ
と
あ

た
は
ず
と
い
へ
ど
も
と
い
ふ
な
り
。
（
末
・
六
六
二
頁
）

『
一
念
多
念
文
意
』

◎
　

楞
厳
院
の
源
信
和
尚
の
た
ま
は
く
、
「
我
亦
在
彼
摂
取
之
中
　

煩
悩
障
眼

雖
不
能
見
大
悲
無
倦
常
照
我
身
」
（
往
生
要
集
・
中
）
と
。
こ
の
文
の
こ
こ
ろ

は
、
「
わ
れ
ま
た
か
の
摂
取
の
な
か
に
あ
れ
ど
も
、
煩
悩
ま
な
こ
を
さ
へ
て
、

み
た
て
ま
つ
る
に
あ
た
は
ず
と
い
へ
ど
も
、
大
悲
も
の
う
き
こ
と
な
く
し
て
、

つ
ね
に
わ
が
身
を
照
ら
し
た
ま
ふ
」
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
（
六
八
四
頁
）
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◎
　

無
碍
と
申
す
は
、
煩
悩
悪
業
に
さ
へ
ら
れ
ず
、
や
ぶ
ら
れ
ぬ
を
い
ふ
な

り
。
（
六
九
〇
頁
）

「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
身
に
み
ち
み
ち
て
、
欲
も
お
ほ

く
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、
ね
た
む
こ
こ
ろ
お
ほ
く
ひ
ま
な
く
し

て
、
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と
、
水
火

二
河
の
た
と
へ
に
あ
ら
は
れ
た
り
。
（
六
九
三
頁
）

◎
　

「
知
」
と
い
ふ
は
し
る
と
い
ふ
、
煩
悩
悪
業
の
衆
生
を
み
ち
び
き
た
ま
ふ

と
し
る
な
り
。
（
六
九
四
頁
）

『
唯
信
鈔
文
意
』

具
縛
は
よ
ろ
づ
の
煩
悩
に
し
ば
ら
れ
た
る
わ
れ
ら
な
り
、
煩
は
身
を
わ
づ
ら
は

す
、
悩
は
こ
こ
ろ
を
な
や
ま
す
と
い
ふ
。
（
七
〇
七
～
七
〇
八
頁
）

「
内
」
は
う
ち
と
い
ふ
、
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
煩
悩
を
具
せ
る
ゆ
ゑ
に
虚
な
り
、

仮
な
り
。
（
七
一
五
頁
）

『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』

◎
　

有
情
の
煩
悩
悪
業
の
こ
こ
ろ
に
さ
へ
ら
れ
ず
ま
し
ま
す
に
よ
り
て
、
無
碍

光
仏
と
申
す
な
り
。
（
七
二
八
頁
）

◎
　

無
碍
光
と
申
す
ゆ
ゑ
は
、
十
方
一
切
有
情
の
悪
業
煩
悩
の
こ
こ
ろ
に
さ
へ

ら
れ
ず
へ
だ
て
な
き
ゆ
ゑ
に
、
無
碍
と
は
申
す
な
り
。
（
七
三
〇
頁
）

『
御
消
息
』

煩
悩
具
足
の
身
な
れ
ば
と
て
、
こ
こ
ろ
に
ま
か
せ
て
、
身
に
も
す
ま
じ
き
こ
と

を
も
ゆ
る
し
、
口
に
も
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
も
ゆ
る
し
、
こ
こ
ろ
に
も
お
も
ふ

ま
じ
き
こ
と
を
も
ゆ
る
し
て
、
い
か
に
も
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
て
あ
る
べ
し
と
申

し
あ
う
て
候
ふ
ら
ん
こ
そ
、
か
へ
す
が
へ
す
不
便
に
お
ぼ
え
候
へ
。
（
七
三
九

頁
）

◎
　

は
じ
め
て
仏
の
ち
か
ひ
を
き
き
は
じ
む
る
ひ
と
び
と
の
、
わ
が
身
の
わ
ろ

く
こ
こ
ろ
の
わ
ろ
き
を
お
も
ひ
し
り
て
、
こ
の
身
の
や
う
に
て
は
な
ん
ぞ
往
生

せ
ん
ず
る
と
い
ふ
ひ
と
に
こ
そ
、
煩
悩
具
足
し
た
る
身
な
れ
ば
、
わ
が
こ
こ
ろ

の
善
悪
を
ば
沙
汰
せ
ず
、
迎
へ
た
ま
ふ
ぞ
と
は
申
し
候
へ
。
（
七
四
〇
頁
）

貪
欲
の
煩
悩
に
く
る
は
さ
れ
て
欲
も
お
こ
り
、
瞋
恚
の
煩
悩
に
く
る
は
さ
れ
て

ね
た
む
べ
く
も
な
き
因
果
を
や
ぶ
る
こ
こ
ろ
も
お
こ
り
、
愚
痴
の
煩
悩
に
ま
ど

は
さ
れ
て
お
も
ふ
ま
じ
き
こ
と
な
ど
も
お
こ
る
に
て
こ
そ
候
へ
。
（
七
四
四

頁
）

し
か
れ
ば
、
わ
が
身
の
わ
る
け
れ
ば
、
い
か
で
か
如
来
迎
へ
た
ま
は
ん
と
お
も

ふ
べ
か
ら
ず
、
凡
夫
は
も
と
よ
り
煩
悩
具
足
し
た
る
ゆ
ゑ
に
、
わ
る
き
も
の
と

お
も
ふ
べ
し
。
（
七
四
七
頁
）

◎
　

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
よ
き
あ
し
き
人
を
き
ら
は
ず
、
煩
悩
の
こ
こ
ろ
を
え
ら
ば

ず
、
へ
だ
て
ず
し
て
、
往
生
は
か
な
ら
ず
す
る
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。

（
七
四
七
頁
）

◎
　

つ
ぎ
に
、
念
仏
せ
さ
せ
た
ま
ふ
ひ
と
び
と
の
こ
と
、
弥
陀
の
御
ち
か
ひ
は

煩
悩
具
足
の
ひ
と
の
た
め
な
り
と
信
ぜ
ら
れ
候
ふ
は
、
め
で
た
き
や
う
な
り
。

（
七
八
七
頁
）

お
ほ
か
た
は
、
煩
悩
具
足
の
身
に
て
、
こ
こ
ろ
を
も
と
ど
め
が
た
く
候
ひ
な
が

ら
、
往
生
を
疑
は
ず
せ
ん
と
お
ぼ
し
め
す
べ
し
と
こ
そ
、
師
も
善
知
識
も
申
す

こ
と
に
て
候
ふ
に
、
か
か
る
わ
る
き
身
な
れ
ば
、
ひ
が
ご
と
を
こ
と
さ
ら
に
好

み
て
、
念
仏
の
ひ
と
び
と
の
さ
は
り
と
な
り
、
（
七
八
七
～
七
八
八
頁
）

た
だ
無
明
な
る
こ
と
お
ほ
は
る
る
煩
悩
ば
か
り
と
な
り
。
（
七
九
七
頁
）

煩
悩
に
く
る
は
さ
れ
て
、
お
も
は
ざ
る
ほ
か
に
す
ま
じ
き
こ
と
を
も
ふ
る
ま

ひ
、
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
も
い
ひ
、
お
も
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
も
お
も
ふ
に
て
こ

そ
あ
れ
。
さ
は
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
と
て
、
ひ
と
の
た
め
に
も
は
ら
ぐ
ろ
く
、
す

ま
じ
き
こ
と
を
も
し
、
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
も
い
は
ば
、
煩
悩
に
く
る
は
さ
れ

た
る
儀
に
は
あ
ら
で
、
わ
ざ
と
す
ま
じ
き
こ
と
を
も
せ
ば
、
か
へ
す
が
へ
す
あ

る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。
（
八
〇
一
頁
）
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右
の
箇
所
に
示
し
た
通
り
、
『
教
行
信
証
』
以
外
の
書
物
も
『
教
行
信
証
』
と
同

様
に
、
「
断
煩
悩
」
（
生
死
流
転
）
の
側
面
の
「
煩
悩
」
が
多
く
語
ら
れ
る
。
こ
の

「
煩
悩
」
は
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
、
無
明
で
あ
り
、
悪
業
で
あ
る
。
真
実
心
も
清

浄
心
も
な
い
。
こ
の
「
生
死
流
転
」
の
側
面
の
煩
悩
に
よ
り
、
怒
り
、
妬
み
、
嫉
む

心
な
ど
は
臨
終
の
一
念
ま
で
続
い
て
い
く
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
断
煩

悩
」
「
生
死
流
転
」
の
側
面
の
煩
悩
か
ら
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
へ
と
開
導
し
て
い

く
の
が
阿
弥
陀
如
来
の
悲
願
・
悲
引
・
大
慈
大
悲
の
弘
誓
な
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如

来
の
大
悲
・
悲
引
に
よ
り
、
貪
瞋
煩
悩
の
な
か
に
よ
く
清
浄
願
往
生
の
心
を
生
ぜ
し

む
こ
と
で
、
凡
夫
は
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
へ
と
開
導
せ
ら
て
い
く
の
で
あ
る

32

。 

ま
た
『
教
行
信
証
』
同
様
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
に
関
し
て
は
該
当
す
る
箇

所
が
一
切
な
い
。
す
な
わ
ち
親
鸞
の
全
著
作
の
う
ち
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成

就
す
る
）
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
は
、
全
て
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩
提
、
即
涅

槃
）
の
側
面
と
い
え
る
。

　

続
い
て
『
教
行
信
証
』
以
外
の
「
不
断
煩
悩
」
（
即
菩
提
、
即
涅
槃
）
の
側
面
を

列
挙
し
た
い
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

聖
言
、
あ
き
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相

の
心
行
を
獲
れ
ば
す
な
は
ち
大
乗
正
定
の
聚
に
住
す
。
正
定
聚
に
住
す
れ
ば
か

な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
（
三
法
列
釈
・
四
八
二
頁
）

煩
悩
成
就
の
凡
夫
人
、
信
心
開
発
す
れ
ば
す
な
は
ち
忍
を
獲
、
生
死
す
な
は
ち

涅
槃
な
り
と
証
知
す
。
（
念
仏
正
信
偈
・
四
八
七
～
四
八
八
頁
）

常
没
の
凡
夫
人
、
願
力
の
回
向
に
よ
り
て
真
実
の
功
徳
を
聞
き
、
無
上
の
信
心

を
獲
れ
ば
、
す
な
は
ち
大
慶
喜
を
得
て
、
不
退
転
地
を
獲
る
な
り
。
煩
悩
を
断

ぜ
し
め
ず
し
て
、
す
み
や
か
に
大
涅
槃
を
証
す
と
な
り
。
（
結
嘆
・
四
九
七

頁
）

『
入
出
二
門
偈
』

煩
悩
成
就
せ
る
凡
夫
人
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
、
す
な
は
ち
こ
れ
安

楽
自
然
の
徳
な
り
。
（
五
四
九
頁
）

煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
人
、
仏
願
力
に
よ
り
て
信
を
獲
得
す
。
（
中
略
）
安
楽

土
に
到
れ
ば
、
か
な
ら
ず
自
然
に
、
す
な
は
ち
法
性
の
常
楽
を
証
せ
し
む
と
の

た
ま
へ
り
。
（
五
五
〇
頁
）

『
三
経
往
生
文
類
』

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
つ
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
を
得
る
に
、
三
界
の

繋
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
（
六
二
九
頁
）

す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
の
分
を
得
。
（
六
二
九
頁
）

『
尊
号
真
像
銘
文
』

能
発
一
念
喜
愛
心
　

不
断
煩
悩
得
涅
槃
（
末
・
六
七
〇
頁
）

「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」
と
い
ふ
は
、
「
不
断
煩
悩
」
は
煩
悩
を
た
ち
す
て
ず
し

て
と
い
ふ
、
「
得
涅
槃
」
と
申
す
は
、
無
上
大
涅
槃
を
さ
と
る
を
う
る
と
し
る

べ
し
。
（
末
・
六
七
二
頁
）

『
唯
信
鈔
文
意
』

ひ
と
す
ぢ
に
具
縛
の
凡
愚
・
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、

広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い

た
る
な
り
。
（
七
〇
七
頁
）

『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』

ま
た
煩
悩
を
具
足
せ
る
わ
れ
ら
、
無
碍
光
仏
の
御
ち
か
ひ
を
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く

信
ず
る
ゆ
ゑ
に
、
無
量
光
明
土
に
い
た
る
な
り
。
（
七
三
一
頁
）

『
御
消
息
』

し
か
れ
ば
、
「
無
明
煩
悩
を
具
し
て
安
養
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
す

な
は
ち
無
上
仏
果
に
い
た
る
」
と
、
釈
迦
如
来
説
き
た
ま
へ
り
。
（
七
四
七

頁
）
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ま
た
如
来
と
ひ
と
し
と
い
ふ
は
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
仏
の
心
光
に
照
ら
さ
れ

ま
ゐ
ら
せ
て
信
心
歓
喜
す
。
信
心
歓
喜
す
る
ゆ
ゑ
に
正
定
聚
の
数
に
住
す
。

（
七
六
五
頁
）

ま
た
他
力
と
申
す
は
、
仏
智
不
思
議
に
て
候
ふ
な
る
と
き
に
、
煩
悩
具
足
の
凡

夫
の
無
上
覚
の
さ
と
り
を
得
候
ふ
な
る
こ
と
を
ば
、
仏
と
仏
の
み
御
は
か
ら
ひ

な
り
、
（
七
七
六
～
七
七
七
頁
）

　

右
に
示
し
た
箇
所
か
ら
、
『
教
行
信
証
』
と
同
様
、
「
信
心
」
、
あ
る
い
は
浄
土

に
生
ず
る
こ
と
に
お
い
て
、
生
死
即
涅
槃
で
あ
り
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
「
正
定
聚
」
に
住
し
必
ず
「
滅
度
」
に
至
る
こ

と
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て
『
教
行
信
証
』
と
同
様
に
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成

就
す
る
）
は
こ
の
箇
所
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
教
行
信
証
』
と

異
な
り
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
に
つ
い
て
も
、
該
当
す
る
箇
所
が

散
見
さ
れ
る
。

　

最
後
に
『
三
帖
和
讃
』
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
「
和
讃
」
に
関
し
て
は
和
語
を

も
っ
て
讃
歎
す
る
詩
で
あ
る
た
め
、
「
煩
悩
」
に
対
す
る
文
言
が
非
常
に
短
く
、
判

別
す
る
こ
と
が
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
親
鸞
の
他
の
著
作
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

一
応
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
よ
う
。
ま
ず
「
断
煩
悩
」
の
側
面
を
列
挙
し
た
い
。

『
高
僧
和
讃
』

◎
　

煩
悩
に
ま
な
こ
さ
へ
ら
れ
て
　

摂
取
の
光
明
み
ざ
れ
ど
も
　

大
悲
も
の
う

き
こ
と
な
く
て
　

つ
ね
に
わ
が
身
を
て
ら
す
な
り
（
源
信
讃
・
五
九
五
頁
）

『
正
像
末
和
讃
』

無
明
煩
悩
し
げ
く
し
て
　

塵
数
の
ご
と
く
遍
満
す
　

愛
憎
違
順
す
る
こ
と
は
　

高
峰
岳
山
に
こ
と
な
ら
ず
（
三
時
讃
・
六
〇
一
頁
）

　

次
に
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
を
明
か
し
た
い
。
以
下
の
通
り
と
な
ろ
う
。

『
高
僧
和
讃
』

釈
迦
の
教
法
お
ほ
け
れ
ど
　

天
親
菩
薩
は
ね
ん
ご
ろ
に
　

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら

に
は
　

弥
陀
の
弘
誓
を
す
す
め
し
む
（
天
親
讃
・
五
八
〇
頁
）

本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
　

む
な
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き
　

功
徳
の
宝
海
み
ち

み
ち
て
　

煩
悩
の
濁
水
へ
だ
て
な
し
（
天
親
讃
・
五
八
〇
頁
）

本
願
円
頓
一
乗
は
　

逆
悪
摂
す
と
信
知
し
て
　

煩
悩
・
菩
提
体
無
二
と
　

す
み

や
か
に
と
く
さ
と
ら
し
む
（
曇
鸞
讃
・
五
八
四
頁
）

論
主
の
一
心
と
と
け
る
を
ば
　

曇
鸞
大
師
の
み
こ
と
に
は
　

煩
悩
成
就
の
わ
れ

ら
が
　

他
力
の
信
と
の
べ
た
ま
ふ
（
曇
鸞
讃
・
五
八
四
頁
）

無
碍
光
の
利
益
よ
り
　

威
徳
広
大
の
信
を
え
て
　

か
な
ら
ず
煩
悩
の
こ
ほ
り
と

け
　

す
な
は
ち
菩
提
の
み
づ
と
な
る
（
曇
鸞
讃
・
五
八
四
頁
）

尽
十
方
無
碍
光
の
　

大
悲
大
願
の
海
水
に
　

煩
悩
の
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ば
　

智
慧

の
う
し
ほ
に
一
味
な
り
（
曇
鸞
讃
・
五
八
五
頁
）

煩
悩
具
足
と
信
知
し
て
　

本
願
力
に
乗
ず
れ
ば
　

す
な
は
ち
穢
身
す
て
は
て
て

法
性
常
楽
証
せ
し
む
（
善
導
讃
・
五
九
一
頁

33

）

『
正
像
末
和
讃
』

弥
陀
の
智
願
海
水
に
　

他
力
の
信
水
い
り
ぬ
れ
ば
　

真
実
報
土
の
な
ら
ひ
に
て

煩
悩
菩
提
一
味
な
り
（
三
時
讃
・
六
〇
四
頁
）

　

以
上
、
本
節
で
は
親
鸞
の
全
著
作
か
ら
「
煩
悩
」
に
つ
い
て
、
「
断
煩
悩
」
と

「
不
断
煩
悩
」
の
二
側
面
に
分
類
を
試
み
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）

と
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
が
ど
の
内
容
に
表
れ
る
か
を
明
か
し
た
。

ま
ず
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
「
煩
悩
具
足
」
と
「
煩
悩
成
就
」
は
、
明
確
に

「
断
煩
悩
」
の
側
面
と
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
著
作

に
お
い
て
は
「
煩
悩
成
就
」
に
関
し
て
は
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
限
定
さ
れ
る
も

の
の
、
「
煩
悩
具
足
」
に
つ
い
て
は
「
断
煩
悩
」
の
側
面
に
も
「
不
断
煩
悩
」
の
側

面
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

右
を
踏
ま
え
、
一
に
示
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
「
煩
悩
具
足
」
（
煩

悩
を
具
足
す
る
）
の
凡
夫
は
、
「
断
煩
悩
」
の
側
面
に
お
い
て
は
無
明
で
あ
り
、
悪
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業
と
さ
れ
、
生
死
流
転
し
、
救
済
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
阿
弥
陀
如
来
の
本

願
力
、
悲
引
に
よ
り
、
凡
夫
の
煩
悩
は
「
断
煩
悩
」
か
ら
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
へ

と
開
導
せ
ら
れ
、
信
心
を
開
発
し
、
浄
土
往
生
が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
「
煩

悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
の
凡
夫
と
な
る
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
お
い
て

生
死
即
涅
槃
、
住
不
退
転
が
語
ら
れ
、
必
ず
滅
度
に
至
る
と
い
う
救
済
が
語
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
凡
夫
は
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
に
お
い
て
も
、
「
煩

悩
」
を
そ
な
え
て
い
る
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
の
で
、
「
煩
悩
具
足
」
に
関
し
て
は
「
断
煩
悩
」
の
側
面
だ
け
で
は
な

く
、
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

二
　

親
鸞
に
お
け
る
「
凡
夫
」
の
二
側
面

　

次
に
、
親
鸞
に
お
け
る
凡
夫
に
つ
い
て
、
「
罪
悪
生
死
」
（
実
の
生
死
・
流
転
輪

廻
）
の
側
面
と
「
不
断
煩
悩
」
（
得
涅
槃
、
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
、
無
自
性

空
）
の
二
側
面
が
説
か
れ
る
こ
と
を
明
か
し
た
い
。
親
鸞
の
著
作
中
、
「
凡
夫
」
に

つ
い
て
は
引
文
も
含
め
百
か
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
罪
悪
生
死
」
の
側
面
が
約
八
〇

箇
所
、
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
が
約
二
〇
箇
所
あ
る
。
ゆ
え
に
多
く
が
「
罪
悪
生

死
」
の
凡
夫
に
つ
い
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
の
で
、

当
稿
で
は
全
て
は
引
用
せ
ず
に
一
部
の
引
用
に
留
め
た
い
。
ま
ず
は
『
教
行
信
証
』

の
「
生
死
流
転
」
の
側
面
に
つ
い
て
以
下
に
示
し
た
い
。

「
行
巻
」

凡
夫
道
は
究
竟
し
て
涅
槃
に
至
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
つ
ね
に
生
死
に
往
来
す
。

こ
れ
を
凡
夫
道
と
名
づ
く
。
（
大
行
釈
・
一
四
七
頁
）

〈
衆
生
無
生
に
し
て
虚
空
の
ご
と
し
〉
と
説
く
に
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
、
凡

夫
の
実
の
衆
生
と
謂
ふ
と
こ
ろ
の
ご
と
く
、
凡
夫
の
所
見
の
実
の
生
死
の
ご
と

し
。
（
大
行
釈
・
一
五
七
頁
）

い
は
ゆ
る
凡
夫
、
人
・
天
の
諸
善
、
人
・
天
の
果
報
、
も
し
は
因
も
し
は
果
、

み
な
こ
れ
顛
倒
す
、
み
な
こ
れ
虚
偽
な
り
。
（
大
行
釈
・
一
五
八
頁
）

現
に
こ
れ
生
死
の
凡
夫
、
罪
障
深
重
に
し
て
六
道
に
輪
廻
せ
り
。
（
大
行
釈
・

一
六
六
頁
）

◎
　

一
切
善
悪
の
凡
夫
、
生
ず
る
こ
と
を
得
る
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業

力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
は
な
し
」
と
。
（
大
行
釈
・
一
六
八
頁
）

◎
　

善
悪
の
凡
夫
、
回
心
し
起
行
し
て
、
こ
と
ご
と
く
往
生
を
得
し
め
ん
と
欲

す
。
（
大
行
釈
・
一
六
九
頁
）

自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
、
善
根
薄
少
に
し
て
三
界
に
流
転
し
て
火

宅
を
出
で
ず
と
信
知
す
。
（
行
一
念
釈
・
一
八
八
頁
）

「
信
巻
」

つ
に
は
、
決
定
し
て
深
く
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り

こ
の
か
た
つ
ね
に
没
し
、
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信

ず
。
（
大
信
釈
・
二
一
八
頁
）

自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
、
善
根
薄
少
に
し
て
三
界
に
流
転
し
て
火

宅
を
出
で
ず
と
信
知
す
。
（
大
信
釈
・
二
二
八
頁
）

◎
　

凡
夫
は
実
と
謂
へ
り
、
諸
仏
世
尊
は
そ
れ
真
に
あ
ら
ず
と
知
ろ
し
め
せ

り
。
（
明
所
被
機
・
二
八
四
～
二
八
五
頁
、
七
箇
所
）

「
証
巻
」

◎
　

一
切
善
悪
の
凡
夫
、
生
ず
る
こ
と
を
得
る
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業

力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
こ
と
な
し
と
な
り
。
（
真
実
証
・
三
一
一
頁
）

◎
　

こ
れ
は
凡
夫
、
煩
悩
の
泥
の
な
か
に
あ
り
て
、
菩
薩
の
た
め
に
開
導
せ
ら

れ
て
、
よ
く
仏
の
正
覚
の
華
を
生
ず
る
に
喩
ふ
。
（
還
相
回
向
釈
・
三
一
九

頁
）

「
真
仏
土
巻
」

一
切
凡
夫
の
業
は
、
不
清
浄
の
ゆ
ゑ
に
涅
槃
な
し
。
（
真
仏
土
釈
・
三
四
七
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頁
）

　

『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
右
の
箇
所
を
含
め
、
「
罪
悪
生
死
」
（
流
転
輪

廻
）
の
側
面
の
凡
夫
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
全
部
で
約
六
〇
箇
所
あ
る

34

。
こ
れ
ら
に

お
い
て
「
煩
悩
具
足
」
は
語
ら
れ
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
特

に
「
罪
悪
生
死
」
の
凡
夫
、
「
善
悪
」
の
凡
夫
と
示
さ
れ
、
生
と
死
、
善
と
悪
な
ど

を
分
別
し
、
「
罪
悪
」
と
も
語
ら
れ
る
業
報
思
想
の
中
で
、
「
実
の
衆
生
」
「
実
の

生
死
」
「
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
み
な
こ
れ
顛
倒
す
」
と
い
う
、
因
果
を
実
体
的

に
把
握
す
る
凡
夫
が
語
ら
れ
る

35

。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
罪
悪
生
死
」
の
凡
夫
は
、
善

因
楽
果
、
悪
因
苦
果
と
い
う
輪
廻
を
出
離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
死
に
往
来
し
、

涅
槃
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
凡
夫
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
◎
印

の
文
言
に
あ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
大
願
業
力
に
よ
り
開
導
せ
ら
れ
、
六
道
輪

廻
を
脱
し
往
生
が
得
し
め
ら
れ
る
と
も
明
か
さ
れ
る

36

。
　

　

続
い
て
、
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
不
断
煩
悩
」
（
生
死
即
涅
槃
、
煩
悩
即
菩

提
・
無
自
性
空
）
の
凡
夫
に
つ
い
て
説
か
れ
る
箇
所
を
列
挙
し
た
い
。
こ
こ
に
該
当

し
得
る
も
の
は
管
見
の
限
り
、
四
箇
所
の
み
で
あ
る
。

「
行
巻
」

惑
染
の
凡
夫
、
信
心
発
す
れ
ば
、
生
死
す
な
は
ち
涅
槃
な
り
と
証
知
せ
し
む
。

（
正
信
偈
・
二
〇
六
頁
）

「
証
巻
」

し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ

ば
、
即
の
と
き
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ

に
、
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
（
真
実
証
・
三
〇
七
頁
）

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
れ

ば
、
三
界
の
繋
業
、
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て

涅
槃
分
を
得
。
（
真
実
証
・
三
一
一
頁
）

「
真
仏
土
巻
」

凡
夫
人
、
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る

に
、
三
界
の
繋
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅

槃
分
を
得
。
（
真
仏
土
・
三
五
八
頁
）

　

右
の
四
か
所
の
う
ち
三
か
所
に
お
い
て
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）

の
凡
夫
と
示
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
、
あ
る
い
は
信
心
（
生
死
即
涅
槃

と
証
知
せ
し
む
）
を
獲
る
こ
と
（
出
離
の
縁
）
に
よ
っ
て
「
不
断
煩
悩
」
（
煩
悩
即

菩
提
、
生
死
即
涅
槃
）
の
側
面
の
凡
夫
が
語
ら
れ
る

37

。

　

次
に
、
『
教
行
信
証
』
以
外
の
他
の
著
作
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
は
、
凡
夫
の
「
罪
悪
生
死
」
（
流
転
輪
廻
）
の
側
面
を
示
し
て
い
く
。
か
か
る

『
教
行
信
証
』
以
外
の
著
作
に
お
い
て
も
『
教
行
信
証
』
と
同
様
に
、
凡
夫
の
「
罪

悪
生
死
」
（
流
転
輪
廻
）
の
側
面
を
説
く
も
の
が
多
く
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る

の
で
、
該
当
の
文
に
つ
い
て
は
以
下
に
一
部
列
挙
し
た
い
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

し
か
る
に
、
流
転
輪
廻
の
凡
夫
、
曠
劫
多
生
の
群
生
、
清
浄
の
回
向
の
心
な

し
、
ま
た
真
実
の
回
向
の
心
な
し
。
（
問
答
分
・
四
九
二
頁
）

『
愚
禿
鈔
』

薄
地
の
凡
夫
、
業
惑
に
纏
縛
せ
ら
れ
て
五
道
に
流
転
せ
る
こ
と
百
千
万
劫
な

り
。
（
上
・
引
証
成
義
・
五
一
五
頁
）

『
愚
禿
鈔
』

一
つ
に
は
、
決
定
し
て
〈
自
身
は
、
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り

こ
の
か
た
、
つ
ね
に
没
し
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
〉
と

深
信
す
。
（
下
・
深
心
釈
・
五
二
一
頁
）

『
一
念
多
念
文
意
』

「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
身
に
み
ち
み
ち
て
、
欲
も
お
ほ

く
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、
ね
た
む
こ
こ
ろ
お
ほ
く
ひ
ま
な
く

し
て
、
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と
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（
六
九
三
頁
）

『
唯
信
鈔
文
意
』

◎
　

し
か
れ
ば
大
小
の
聖
人
・
善
悪
の
凡
夫
、
み
な
と
も
に
自
力
の
智
慧
を
も

つ
て
は
大
涅
槃
に
い
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
無
碍
光
仏
の
御
か
た
ち
は
、
智
慧

の
ひ
か
り
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
ゑ
に
、
こ
の
仏
の
智
願
海
に
す
す
め
入
れ
た
ま
ふ

な
り
。
（
七
〇
〇
頁
）

『
唯
信
鈔
文
意
』

◎
　

自
力
の
こ
こ
ろ
を
す
つ
と
い
ふ
は
、
や
う
や
う
さ
ま
ざ
ま
の
大
小
の
聖

人
・
善
悪
の
凡
夫
の
、
み
づ
か
ら
が
身
を
よ
し
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
を
す
て
、
身

を
た
の
ま
ず
、
あ
し
き
こ
こ
ろ
を
か
へ
り
み
ず
、
ひ
と
す
ぢ
に
具
縛
の
凡
愚
・

屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す

れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
な
り
。
（
七
〇
七
。
傍

線
部
は
善
悪
の
凡
夫
、
波
線
部
は
「
煩
悩
具
足
」
に
い
う
「
煩
悩
」
が
「
不
断

煩
悩
」
（
生
死
即
涅
槃
）
の
側
面
に
使
用
さ
れ
る
例
。
）

『
御
消
息
』

凡
夫
は
も
と
よ
り
煩
悩
具
足
し
た
る
ゆ
ゑ
に
、
わ
る
き
も
の
と
お
も
ふ
べ
し
。

ま
た
わ
が
こ
こ
ろ
よ
け
れ
ば
往
生
す
べ
し
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
、
自
力
の
御
は

か
ら
ひ
に
て
は
真
実
の
報
土
へ
生
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
（
四
七
四
頁
）

　

右
の
文
言
も
含
め
、
約
二
〇
箇
所
が
「
罪
悪
生
死
」
（
流
転
）
の
側
面
の
凡
夫
に

該
当
す
る
と
み
ら
れ
る

38

。
「
薄
地
」
「
流
転
輪
廻
」
「
善
悪
」
の
凡
夫
は
、
業
惑
に

繋
縛
せ
ら
れ
流
転
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
救
済
（
極
果
・
大
涅
槃
）
は
語

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
（
仏
の
智
願
海
、
智
慧
の
ひ
か
り
）
が

出
離
の
縁
と
な
り
、
救
済
（
無
上
大
涅
槃
、
極
果
）
へ
と
い
た
る
こ
と
が
説
か
れ

る
。
ま
た
す
で
に
論
じ
た
通
り
、
右
の
『
御
消
息
』
に
「
罪
悪
生
死
」
の
側
面
の
凡

夫
に
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
が
該
当
し
て
い
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」
の
凡
夫
に
該
当

す
る
も
の
は
な
い
。

　

続
い
て
、
『
教
行
信
証
』
以
外
の
著
作
に
お
け
る
「
不
断
煩
悩
」
（
生
死
即
涅
槃
、

煩
悩
即
菩
提
・
無
自
性
空
）
の
凡
夫
に
つ
い
て
説
か
れ
る
箇
所
を
列
挙
し
た
い
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
の
心
行
を
獲
れ
ば
す
な
は
ち
大

乗
正
定
の
聚
に
住
す
。
正
定
聚
に
住
す
れ
ば
か
な
ら
ず
滅
度
に
至
る
。
（
三
法

列
釈
・
四
八
二
頁
）

煩
悩
成
就
の
凡
夫
人
、
信
心
開
発
す
れ
ば
す
な
は
ち
忍
を
獲
、
生
死
す
な
は
ち

涅
槃
な
り
と
証
知
す
。
（
念
仏
正
信
偈
・
四
八
七
頁
）

凡
夫
の
即
生
を
示
す
を
、
大
悲
の
宗
致
と
す
と
な
り
。
（
結
嘆
・
四
九
七
頁
）

常
没
の
凡
夫
人
、
願
力
の
回
向
に
よ
り
て
真
実
の
功
徳
を
聞
き
、
無
上
の
信
心

を
獲
れ
ば
、
す
な
は
ち
大
慶
喜
を
得
て
、
不
退
転
地
を
獲
る
な
り
。
煩
悩
を
断

ぜ
し
め
ず
し
て
、
す
み
や
か
に
大
涅
槃
を
証
す
と
な
り
。
（
結
嘆
・
四
九
七

頁
）

『
二
門
偈
』

煩
悩
成
就
せ
る
凡
夫
人
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
、
す
な
は
ち
こ
れ
安

楽
自
然
の
徳
な
り
。
（
中
略
）
こ
れ
は
凡
夫
、
煩
悩
の
泥
の
う
ち
に
あ
り
て
、

仏
の
正
覚
の
華
を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
。
（
五
四
九
頁
）

煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
人
、
仏
願
力
に
よ
り
て
信
を
獲
得
す
。
（
中
略
）
こ
の

信
は
妙
好
上
上
人
な
り
。
安
楽
土
に
到
れ
ば
、
か
な
ら
ず
自
然
に
、
す
な
は
ち

法
性
の
常
楽
を
証
せ
し
む
と
の
た
ま
へ
り
。
（
五
五
〇
頁
）

『
三
経
往
生
文
類
』

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
つ
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
を
得
る
に
、
三
界
の

繋
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
す
な
は
ち
こ
れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
の
分
を

得
。
（
広
・
六
二
九
頁
）

　

『
一
念
多
念
文
意
』

諸
仏
出
世
の
直
説
、
如
来
成
道
の
素
懐
は
、
凡
夫
は
弥
陀
の
本
願
を
念
ぜ
し
め

04田中無量－縦.indd   6704田中無量－縦.indd   67 2021/08/06   17:32:512021/08/06   17:32:51



田中　無量 68

て
即
生
す
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
な
り
。
（
六
九
三
頁
）

「
三
帖
和
讃
」

経
道
滅
尽
と
き
い
た
り
　

如
来
出
世
の
本
意
な
る
　

弘
願
真
宗
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば

凡
夫
念
じ
て
さ
と
る
な
り
（
『
高
僧
和
讃
』
善
導
讃
・
五
九
〇
頁
）

弥
陀
智
願
の
広
海
に
　

凡
夫
善
悪
の
心
水
も
　

帰
入
し
ぬ
れ
ば
す
な
は
ち
に
　

大
悲
心
と
ぞ
転
ず
な
る
（
『
正
像
末
和
讃
』
三
時
讃
・
六
〇
七
頁
）

『
御
消
息
』

わ
れ
ら
は
信
心
決
定
の
凡
夫
、
位
〔
は
〕
正
定
聚
の
位
な
り
。
こ
れ
は
因
位
な

り
、
こ
れ
等
覚
の
分
な
り
。
（
七
六
四
頁
）

ま
た
如
来
と
ひ
と
し
と
い
ふ
は
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
仏
の
心
光
に
照
ら
さ
れ

ま
ゐ
ら
せ
て
信
心
歓
喜
す
。
信
心
歓
喜
す
る
ゆ
ゑ
に
正
定
聚
の
数
に
住
す
。

（
七
六
五
頁
）

ま
た
他
力
と
申
す
は
、
仏
智
不
思
議
に
て
候
ふ
な
る
と
き
に
、
煩
悩
具
足
の
凡

夫
の
無
上
覚
の
さ
と
り
を
得
候
ふ
な
る
こ
と
を
ば
、
仏
と
仏
の
み
御
は
か
ら
ひ

な
り
、
さ
ら
に
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
候
ふ
。
（
七
七
六
～
七
七
七
頁
）

　

右
の
十
四
箇
所
の
凡
夫
が
「
不
断
煩
悩
」
（
生
死
即
涅
槃
）
の
側
面
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
る
。
か
か
る
箇
所
で
親
鸞
は
、
『
教
行
信
証
』
と
同
様
、
浄
土
に
生
ず
る

こ
と
、
ま
た
は
仏
願
力
に
よ
り
信
心
を
獲
る
こ
と
（
出
離
の
縁
）
に
よ
っ
て
「
不
断

煩
悩
」
（
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
、
証
知
せ
し
む
）
の
側
面
の
凡
夫
を
説
い
て

い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
「
弥
陀
の
本
願
」
を
念
ぜ
し
め
て
即
生
す
る
こ
と
、
「
念

じ
て
さ
と
る
」
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
凡
夫
に
お
い
て
「
不
断
煩
悩
」
（
生

死
即
涅
槃
）
の
側
面
が
語
ら
れ
る
場
合
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
と

語
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
「
煩
悩
具
足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
）
も
説
か
れ
て
い

る
。
か
か
る
「
煩
悩
具
足
」
の
説
示
が
あ
る
こ
と
は
、
『
教
行
信
証
』
の
場
合
と
異

な
る
部
分
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
親
鸞
の
全
著
作
中
、
「
煩
悩
成
就
」
は
「
生
死
流
転
」
の
側
面

の
凡
夫
に
は
語
ら
れ
ず
、
「
不
断
煩
悩
」
（
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
）
の
凡
夫

の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
は
、
「
生
死
流
転
」
に
も

「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
も
共
通
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
煩
悩
具

足
」
（
煩
悩
を
具
足
す
る
、
煩
悩
を
そ
な
え
る
）
凡
夫
に
つ
い
て
は
従
来
の
解
釈
と

同
様
に
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
十
分
に
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」

（
煩
悩
を
成
就
す
る
、
煩
悩
を
成
し
遂
げ
る
）
の
凡
夫
に
つ
い
て
は
そ
の
「
煩
悩
」

の
全
て
が
「
煩
悩
即
菩
提
」
の
「
煩
悩
」
で
あ
る
の
で
、
「
煩
悩
」
の
真
実
に
目
覚

め
た
凡
夫
、
あ
る
い
は
「
煩
悩
」
を
無
自
性
空
と
正
し
く
了
解
す
る
凡
夫
（
例
え
ば

親
鸞
は
信
心
あ
る
人
に
つ
い
て
「
等
正
覚
」39

、
「
便
同
弥
勒
」40

、
「
如
来
と
ひ
と
し
」41

と
語
る
）
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め

に
、
次
節
に
お
い
て
「
成
就
」
（
成
し
遂
げ
る
）
と
「
具
足
」
（
そ
な
え
る
）
の
使

用
に
つ
い
て
、
仏
・
菩
薩
と
そ
れ
以
外
に
分
類
し
て
み
た
い
。

　

三
　

親
鸞
に
お
け
る
「
具
足
」
と
「
成
就
」
の
使
用
例
と
相
違

　

本
節
で
は
親
鸞
に
お
け
る
「
具
足
」
（
そ
な
え
る
）
と
「
成
就
」
（
成
し
遂
げ

る
）
の
使
用
と
そ
の
相
違
を
考
え
た
い
。
こ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
、
親
鸞
の
全
著

作
中
、
「
成
就
」
と
「
具
足
」
に
つ
い
て
、
仏
・
菩
薩
と
仏
・
菩
薩
以
外
の
ど
ち
ら

に
使
用
さ
れ
る
か
を
明
か
し
て
い
く
。
ま
ず
は
「
成
就
」
（
成
し
遂
げ
る
）
に
つ
い

て
み
て
い
き
た
い
。

　

「
成
就
」
は
親
鸞
の
全
著
作
中
一
五
四
度
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約

一
四
〇
箇
所
は
仏
・
菩
薩
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
仏
・
菩
薩
以
外
の
者
が

「
成
就
せ
ず
」
と
い
う
文
は
二
か
所
あ
る

42

）
。
ま
ず
は
「
成
就
」
に
つ
い
て
、
『
教

行
信
証
』
の
中
で
仏
・
菩
薩
に
使
用
さ
れ
る
例
を
示
し
た
い
。
『
教
行
信
証
』
に
は

引
文
も
含
め
お
お
よ
そ
九
〇
箇
所
該
当
す
る
が
、
内
容
的
に
共
通
す
る
部
分
が
多
い

の
で
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
示
す
に
留
め
た
い
。
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
行
巻
」

願
（
第
十
七
願
）
成
就
の
文
、
『
経
』
（
大
経
・
下
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
十

方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
み
な
と
も
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を

讃
嘆
し
た
ま
ふ
」
と
。
（
大
行
釈
・
一
四
二
頁
）

「
菩
薩
は
四
種
の
門
に
入
り
て
自
利
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る
べ
し
。

（
大
行
釈
・
一
五
四
頁
）

『
無
量
寿
如
来
会
』
（
上
）
に
い
は
く
、
〈
広
く
か
く
の
ご
と
き
大
弘
誓
願
を

発
し
て
、
み
な
す
で
に
成
就
し
た
ま
へ
り
。
（
大
行
釈
・
一
七
五
頁
）

「
信
巻
」

如
来
、
清
浄
の
真
心
を
も
つ
て
、
円
融
無
碍
不
可
思
議
不
可
称
不
可
説
の
至
徳

を
成
就
し
た
ま
へ
り
。
（
三
一
問
答
・
至
心
釈
・
二
三
一
頁
）

「
証
巻
」

も
し
は
往
、
も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜
い
て
生
死
海
を
度
せ
ん
が
た
め
な

り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
〈
回
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま

へ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
（
還
相
回
向
釈
・
三
一
三
頁
）

「
真
仏
土
巻
」

力
願
あ
ひ
符
う
て
、
畢
竟
じ
て
差
は
ず
。
ゆ
ゑ
に
成
就
と
い
ふ
」
と
。
（
真
仏

土
・
三
六
一
頁
）

選
択
本
願
の
正
因
に
よ
り
て
、
真
仏
土
を
成
就
せ
り
。
（
真
仮
対
弁
・
三
七
二

頁
）

「
方
便
化
身
土
巻
」

「
清
浄
業
処
」
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
本
願
成
就
の
報
土
な
り
。
（
観
経

隠
顕
・
三
八
二
頁
）

　

親
鸞
が
仏
・
菩
薩
に
使
用
し
た
「
成
就
」
の
例
と
し
て
、
右
の
文
は
そ
の
一
部
で

あ
る

43

。
こ
れ
ら
は
、
阿
弥
陀
仏
・
法
蔵
菩
薩
の
本
願
成
就
に
関
す
る
文
が
ほ
と
ん
ど

全
て
で
あ
る
。
ま
た
「
成
就
」
の
定
義
に
関
す
る
文
も
こ
の
例
に
該
当
す
る
。
そ
れ

は
以
下
の
文
で
あ
り
、
「
行
巻
」
の
『
論
註
』
引
文
で
あ
る
。

〈
菩
薩
は
四
種
の
門
に
入
り
て
、
自
利
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る
べ

し
〉
と
。
〈
成
就
〉
と
は
、
い
は
く
自
利
満
足
せ
る
な
り
。
〈
応
知
〉
と
い
ふ

は
、
い
は
く
自
利
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
よ
く
利
他
す
。
こ
れ
自
利
に
あ

た
は
ず
し
て
よ
く
利
他
す
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
知
る
べ
し
。

〈
菩
薩
は
第
五
門
に
出
で
て
回
向
利
益
他
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る
べ

し
〉
と
。
〈
成
就
〉
と
は
、
い
は
く
回
向
の
因
を
も
つ
て
教
化
地
の
果
を
証

す
。
も
し
は
因
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
に
あ
た
は
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と

な
き
な
り
。
〈
応
知
〉
と
い
ふ
は
、
い
は
く
利
他
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち

よ
く
自
利
す
、
こ
れ
利
他
に
あ
た
は
ず
し
て
よ
く
自
利
す
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な

り
と
知
る
べ
し
。
（
行
・
他
力
釈
・
一
九
〇
～
一
九
一
頁
）

い
ふ
と
こ
ろ
の
〈
不
虚
作
住
持
〉
は
、
本
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
、
今
日
の

阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
と
に
よ
り
て
な
り
。
願
も
つ
て
力
を
成
ず
、
力
も
つ

て
願
に
就
く
。
（
中
略
）
力
願
あ
ひ
符
う
て
畢
竟
じ
て
差
は
ず
。
ゆ
ゑ
に
成
就

と
い
ふ
」
と
。
（
行
・
一
乗
海
釈
・
一
九
八
頁
）

　

こ
こ
に
い
う
「
成
就
」
は
「
成
就
し
た
ま
へ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
蔵
菩
薩

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
全
著
作
中
、
「
成
就
」
の
み
の
定
義
に
関
す
る

文
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
箇
所
の
み
と
な
ろ
う
。
か
か
る
箇
所
で
「
成
就
」
は
、
法
蔵

菩
薩
の
自
利
利
他
（
自
利
即
利
他
）
を
満
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
他
回
向
の
因
に

よ
っ
て
一
切
衆
生
を
教
化
す
る
果
を
成
し
遂
げ
さ
せ
、
因
も
果
も
一
切
衆
生
を
済
度

す
る
利
他
で
な
い
も
の
は
な
い
、
と
説
く
。
そ
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
因
（
誓

願
）
も
本
願
成
就
の
果
（
仏
力
）
も
究
極
に
は
等
し
く
な
る
の
で
、
「
成
就
」
と
い

う
と
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
成
就
」
と
は
法
蔵
菩
薩
の
自
利
利
他
を
満
足
し
阿

弥
陀
如
来
の
本
願
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
蔵
菩
薩
の
自
利
即
利
他
の
仏
道

は
成
し
遂
げ
ら
れ
、
こ
こ
に
凡
夫
の
救
済
（
仏
道
）
も
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
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続
い
て
、
「
成
就
」
に
つ
い
て
仏
・
菩
薩
以
外
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
も
の
を

列
挙
す
る
。
「
煩
悩
成
就
」
は
す
で
に
列
挙
し
た
の
で
そ
れ
以
外
の
該
当
箇
所
を
全

て
、
引
文
も
含
め
非
常
に
少
な
い
が
示
し
て
お
き
た
い
。

『
教
行
信
証
』

「
即
」
の
言
は
願
力
を
聞
く
に
よ
り
て
報
土
の
真
因
決
定
す
る
時
剋
の
極
促
を

光
闡
す
る
な
り
。
「
必
」
の
言
は
審
な
り
、
然
な
り
、
分
極
な
り
、
金
剛
心
成

就
の
貌
な
り
。
（
行
・
六
字
釈
・
一
七
〇
頁
）

ま
さ
し
く
無
病
に
し
て
す
べ
て
よ
く
来
れ
る
に
値
へ
り
。
ま
さ
し
く
七
日
の
功

成
就
す
る
に
値
へ
り
。
（
行
・
大
行
釈
・
一
七
三
頁
）

大
小
の
戒
体
、
遠
く
ま
た
清
浄
な
る
こ
と
を
得
し
め
、
念
仏
三
昧
を
得
し
め
、

菩
薩
の
諸
波
羅
蜜
を
成
就
せ
ん
と
欲
は
ば
、
ま
さ
に
こ
の
法
を
学
す
べ
し
。

（
行
・
大
行
釈
・
一
八
一
頁
）

〈
不
動
〉
と
は
、
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
か
の
天
・
人
、
大
乗
根
を
成
就
し
て
傾
動

す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
（
行
・
一
乗
海
釈
・
一
九
八
頁
）

も
し
よ
く
広
大
の
善
を
修
集
す
れ
ば
、
か
の
人
、
大
因
力
を
成
就
す
。
も
し

人
、
大
因
力
を
成
就
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
殊
勝
決
定
の
解
を
得
。
（
信
・
法
義

釈
・
二
三
九
頁
）

　

そ
の
他
、
「
煩
悩
成
就
」
に
関
す
る
も
の
は
す
で
に
示
し
た
通
り
三
箇
所
あ
り
、

さ
ら
に
、
成
就
し
が
た
き
者
と
し
て
仏
・
菩
薩
以
外
が
語
ら
れ
る
箇
所
が
前
述
の
二

箇
所
あ
り
、
合
計
一
〇
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
仏
・
菩
薩
以
外
に
つ
い
て
「
成

就
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
事
実
上
八
箇
所
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
箇
所
が

「
煩
悩
成
就
」
と
な
る
。
ま
た
御
自
釈
の
み
で
考
え
て
い
く
と
、
「
煩
悩
成
就
」
以

外
に
は
、
「
必
定
」
の
「
必
」
の
釈
と
な
る
「
金
剛
心
成
就
の
貌
な
り
。
」
の
一
か

所
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
成
就
」
は
全
て
、
あ
る
仏
道
（
金
剛

心
、
波
羅
蜜
、
大
乗
根
、
大
因
力
）
を
「
成
し
遂
げ
る
」
こ
と
と
理
解
で
き
よ
う
。

こ
れ
を
「
煩
悩
成
就
」
に
結
び
つ
け
て
い
く
な
ら
ば
、
「
煩
悩
成
就
」
の
凡
夫
と

は
、
「
煩
悩
（
と
い
う
仏
道
）
を
成
し
遂
げ
る
」
凡
夫
と
解
釈
で
き
よ
う

44

。

　

続
い
て
『
教
行
信
証
』
以
外
の
書
物
を
み
て
い
き
た
い
。
約
五
〇
箇
所
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
以
外
の
書
物
に
お
い
て
は
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
〈
と
い
う
仏

道
〉
を
成
し
遂
げ
る
）
の
使
用
以
外
で
、
「
成
就
」
が
仏
・
菩
薩
以
外
に
使
用
さ

れ
る
例
は
、
引
文
も
含
め
皆
無
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
の
仏
道
を

成
し
遂
げ
る
）
の
み
、
仏
・
菩
薩
以
外
、
す
な
わ
ち
「
凡
夫
」
に
も
「
成
就
」
が
使

用
さ
れ
る
。
そ
こ
で
『
教
行
信
証
』
以
外
の
書
物
に
関
し
て
は
、
仏
・
菩
薩
の
「
成

就
」
の
用
例
の
み
を
、
そ
の
一
部
だ
が
以
下
に
列
挙
し
て
み
た
い
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

願
（
第
十
七
・
十
八
願
）
成
就
の
文
、
『
経
』
（
大
経
・
下
）
に
の
た
ま
は

く
、
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
み
な
と
も
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
、
不
可

思
議
に
ま
し
ま
す
こ
と
を
讃
嘆
し
た
ま
ふ
。
（
三
法
列
釈
・
四
七
八
）

し
か
れ
ば
、
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心

の
回
向
成
就
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
（
三
法
列

釈
・
四
八
二
頁
）

『
入
出
二
門
偈
』

二
種
の
不
思
議
力
ま
し
ま
す
、
こ
れ
は
安
楽
の
至
徳
を
示
す
な
り
。
一
つ
に
は

業
力
、
い
は
く
法
蔵
の
大
願
業
力
に
成
就
せ
ら
れ
た
り
。
（
五
四
五
頁
）

本
願
力
の
回
向
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
利
他
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る

べ
し
。
（
五
四
八
頁
）

「
浄
土
和
讃
」

諸
仏
の
護
念
証
誠
は
　

悲
願
成
就
の
ゆ
ゑ
な
れ
ば
　

金
剛
心
を
え
ん
ひ
と
は
　

弥
陀
の
大
恩
報
ず
べ
し
（
『
浄
土
和
讃
』
弥
陀
経
讃
・
五
七
一
頁
）

願
力
成
就
の
報
土
に
は
　

自
力
の
心
行
い
た
ら
ね
ば
　

大
小
聖
人
み
な
な
が
ら

　

如
来
の
弘
誓
に
乗
ず
な
り
（
『
高
僧
和
讃
』
善
導
讃
・
五
九
一
頁
）

如
来
の
作
願
を
た
づ
ぬ
れ
ば
　

苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て
　

回
向
を
首
と
し
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た
ま
ひ
て
　

大
悲
心
を
ば
成
就
せ
り
（
『
正
像
末
和
讃
』
三
時
讃
・
六
〇
六

頁
）

　

『
三
経
往
生
文
類
』

称
名
・
信
楽
の
悲
願
（
第
十
七
・
十
八
願
）
成
就
の
文
、
『
経
』
（
大
経
・

下
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
み
な
と
も
に
無
量
寿
仏
の

威
神
功
徳
、
不
可
思
議
な
る
を
讃
嘆
し
た
ま
ふ
。
（
六
二
五
頁
）

必
至
滅
度
・
証
大
涅
槃
の
願
（
第
十
一
願
）
成
就
の
文
、
『
大
経
』
（
下
）
に

の
た
ま
は
く
、
「
そ
れ
衆
生
あ
つ
て
か
の
国
に
生
れ
ん
も
の
、
み
な
こ
と
ご
と

く
正
定
の
聚
に
住
せ
ん
。
（
六
二
七
頁
）

『
唯
信
鈔
文
意
』

お
ほ
よ
そ
十
方
世
界
に
あ
ま
ね
く
ひ
ろ
ま
る
こ
と
は
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
大

願
の
な
か
に
、
第
十
七
の
願
に
、
「
十
方
無
量
の
諸
仏
に
わ
が
な
を
ほ
め
ら
れ

ん
、
と
な
へ
ら
れ
ん
」
と
誓
ひ
た
ま
へ
る
、
一
乗
大
智
海
の
誓
願
成
就
し
た
ま

へ
る
に
よ
り
て
な
り
。
（
七
〇
三
頁
）

『
御
消
息
』

第
十
八
の
本
願
成
就
の
ゆ
ゑ
に
阿
弥
陀
如
来
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議

の
利
益
き
は
ま
り
ま
し
ま
さ
ぬ
御
か
た
ち
を
、
天
親
菩
薩
は
尽
十
方
無
碍
光
如

来
と
あ
ら
は
し
た
ま
へ
り
。
（
七
四
七
頁
）

ま
た
願
成
就
の
文
（
大
経
・
下
）
に
、
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
」
と
仰
せ
ら
れ
て

候
ふ
は
、
信
心
の
人
と
こ
こ
ろ
え
て
候
ふ
。
（
七
七
八
頁
）

　

右
に
示
し
た
通
り
、
「
成
就
」
の
使
用
は
、
『
教
行
信
証
』
同
様
に
、
阿
弥
陀

仏
・
法
蔵
菩
薩
の
本
願
成
就
に
関
す
る
文
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
仏
・
菩
薩
以

外
の
文
に
つ
い
て
は
七
箇
所
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
す
で
に
示
し
た
「
煩
悩

成
就
」
（
煩
悩
〈
と
い
う
仏
道
〉
を
成
就
す
る
）
の
凡
夫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
の
み
で
あ
る
。

　

次
に
「
具
足
」
（
そ
な
え
る
）
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
「
具
足
」
は
親
鸞
の

全
著
作
中
、
七
一
箇
所
用
い
ら
れ
る
。
「
成
就
」
と
異
な
り
、
「
具
足
」
は
主
に

仏
・
菩
薩
以
外
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
仏
・
菩
薩

以
外
の
「
具
足
」
を
一
部
列
挙
し
た
い
。

「
行
巻
」

一
切
の
人
、
法
を
説
く
を
聞
か
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
わ
が
国
に
来
生
せ
ん
。

わ
が
願
ず
る
と
こ
ろ
み
な
具
足
せ
ん
。
（
大
行
釈
・
一
四
五
頁
）

ま
た
い
は
く
（
同
・
下
）
、
「
『
大
経
の
讃
』
（
讃
阿
弥
陀
仏
偈
）
に
い
は

く
、
〈
も
し
阿
弥
陀
の
徳
号
を
聞
き
て
歓
喜
讃
仰
し
、
心
帰
依
す
れ
ば
、
下
一

念
に
至
る
ま
で
大
利
を
得
。
す
な
は
ち
功
徳
の
宝
を
具
足
す
と
す
。
（
大
行

釈
・
一
六
二
頁
）

「
信
巻
」

も
し
つ
ね
に
波
羅
蜜
を
修
習
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
よ
く
摩
訶
衍
を
具
足
せ
ん
。

も
し
よ
く
摩
訶
衍
を
具
足
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
よ
く
法
の
ご
と
く
仏
を
供
養
せ

ん
。
（
三
一
問
答
・
法
義
釈
・
二
四
〇
頁
）

「
証
巻
」

す
で
に
三
業
具
足
し
た
ま
へ
る
を
知
ん
ぬ
、
人
・
天
の
大
師
と
な
つ
て
化
を
受

く
る
に
堪
へ
た
る
ひ
と
は
、
こ
れ
た
れ
ぞ
と
知
る
べ
し
。
（
還
相
回
向
釈
・

三
一
七
～
三
一
八
頁
）

「
真
仏
土
巻
」

衆
生
、
未
来
に
荘
厳
清
浄
の
身
を
具
足
し
て
、
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
ん
。

（
真
仏
土
・
三
四
八
頁
）

ま
た
『
経
』
（
涅
槃
経
・
迦
葉
品
）
に
は
「
衆
生
未
来
に
清
浄
の
身
を
具
足
し

荘
厳
し
て
、
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
」
と
の
た
ま
へ
り
。
（
真
仏
土
結
釈
・

三
七
一
頁
）

「
方
便
化
身
土
巻
」

韋
提
は
す
な
は
ち
こ
れ
女
人
の
相
、
貪
瞋
具
足
の
凡
夫
の
位
な
り
（
観
経
隠
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顕
・
三
九
一
頁
）

か
く
の
ご
と
き
の
人
、
ま
た
信
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
推
求
に
あ
た
は
ざ
る
、
こ

の
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
（
真
門
釈
・
四
〇
七
頁
）

　

右
の
文
だ
け
で
な
く
、
『
教
行
信
証
』
に
は
、
引
文
も
含
め
「
具
足
」
は
四
九
箇

所
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
三
五
箇
所
が
仏
・
菩
薩
以
外
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
基
本
的
に
、
一
切
の
衆
生
、
凡
夫
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
示
し
た
通
り
、

「
煩
悩
具
足
」
（
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
）
の
凡
夫
も
三
箇
所
に
語
ら
れ
る
。

　

続
い
て
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
具
足
」
が
仏
・
菩
薩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例

を
列
挙
し
た
い
。
以
下
の
文
で
あ
る
。

こ
の
願
を
発
し
を
は
り
て
、
実
の
ご
と
く
安
住
し
て
、
種
々
の
功
徳
具
足
し

て
、
威
徳
広
大
清
浄
の
仏
土
を
荘
厳
し
た
ま
へ
り
〉
」
と
。
（
行
・
大
行
釈
・

一
七
五
頁
）

大
荘
厳
を
も
つ
て
衆
行
を
具
足
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
功
徳
成
就
せ

し
む
と
の
た
ま
へ
り
」
と
。
（
信
・
三
一
問
答
・
至
心
釈
・
二
三
二
頁
）

種
種
の
功
徳
具
足
し
て
、
威
徳
広
大
清
浄
仏
土
を
荘
厳
せ
り
。
（
同
右
）

な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
信
心
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
す
な

は
ち
よ
く
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
せ
り
。
（
信
・
三
一
問
答
・
至

心
釈
・
二
三
六
頁
）

如
来
世
尊
は
無
量
の
功
徳
を
成
就
し
具
足
し
た
ま
ひ
て
、
な
ほ
壊
す
る
こ
と
あ

た
は
ず
。

（
信
・
妙
所
被
機
・
二
九
五
頁
）

ま
た
の
た
ま
は
く
（
涅
槃
経
・
迦
葉
品
）
、
「
〈
善
男
子
、
如
来
は
知
諸
根
力

を
具
足
し
た
ま
へ
り
。
（
真
仏
土
・
真
仏
土
釈
・
三
五
〇
頁
）

迦
葉
菩
薩
、
仏
に
ま
う
し
て
ま
う
さ
く
、
〈
世
尊
、
如
来
は
こ
の
知
根
力
を
具

足
し
た
ま
へ
り
。
（
同
右
・
三
五
一
頁
）

　

右
の
文
な
ど
お
よ
そ
一
〇
箇
所
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
引
文
で
あ
る
。

ま
た
「
功
徳
」
や
「
荘
厳
」
を
具
足
す
る
と
示
さ
れ
、
衆
生
救
済
の
力
用
が
語
ら
れ

る
部
分
と
も
い
え
よ
う
。
『
教
行
信
証
』
全
体
を
通
じ
て
、
「
具
足
」
（
そ
な
え

る
）
が
仏
・
菩
薩
に
使
用
さ
れ
る
の
は
一
部
の
引
文
に
限
ら
れ
て
お
り
、
多
く
は

仏
・
菩
薩
以
外
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
『
教
行
信
証
』
以
外
に
お
け
る
「
具
足
」
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
。
ま
ず

は
仏
・
菩
薩
以
外
に
使
用
さ
れ
る
箇
所
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

仏
、
弥
勒
に
語
り
た
ま
は
く
、
〈
そ
れ
か
の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ

と
あ
り
て
、
歓
喜
踊
躍
し
乃
至
一
念
せ
ん
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大

利
を
得
と
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
（
三
法
列
釈
・
四
七
八

～
四
七
九
頁
）

『
愚
禿
鈔
』

ま
た
雑
の
散
行
に
つ
い
て
、
三
福
あ
り
。
一
に
は
、
孝
養
父
母
・
奉
事
師
長
・

慈
心
不
殺
・
修
十
善
業
な
り
。
二
に
は
、
受
持
三
帰
・
具
足
衆
戒
・
不
犯
威
儀

な
り
。
（
下
・
深
心
釈
・
五
三
一
頁
）

『
浄
土
和
讃
』

阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
き
き
　

歓
喜
讃
仰
せ
し
む
れ
ば
　

功
徳
の
宝
を
具
足
し
て

　

一
念
大
利
無
上
な
り
（
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
・
五
六
一
頁
）

　

『
一
念
多
念
文
意
』

「
当
知
此
人
」
と
い
ふ
は
、
信
心
の
ひ
と
を
あ
ら
は
す
御
の
り
な
り
。
「
為
得

大
利
」
と
い
ふ
は
、
無
上
涅
槃
を
さ
と
る
ゆ
ゑ
に
、
「
則
是
具
足
無
上
功
徳
」

と
も
の
た
ま
へ
る
な
り
。
（
六
八
五
頁
）

『
唯
信
鈔
文
意
』

「
浄
戒
」
は
大
小
乗
の
も
ろ
も
ろ
の
戒
行
、
五
戒
・
八
戒
・
十
善
戒
、
小
乗
の

具
足
衆
戒
、
三
千
の
威
儀
、
六
万
の
斎
行
、
『
梵
網
』
の
五
十
八
戒
、
大
乗
一

心
金
剛
法
戒
、
三
聚
浄
戒
、
大
乗
の
具
足
戒
等
、
す
べ
て
道
俗
の
戒
品
、
こ
れ
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ら
を
た
も
つ
を
「
持
」
と
い
ふ
。
（
七
〇
六
頁
）

『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』

か
の
土
に
生
れ
ん
と
ね
が
ふ
信
者
に
は
、
不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
の
徳
を
具

足
す
。
（
七
三
二
頁
）

　

そ
の
他
す
で
に
示
し
た
通
り
、
「
煩
悩
具
足
」
の
凡
夫
も
十
一
箇
所
に
語
ら
れ
、

仏
・
菩
薩
以
外
で
使
用
さ
れ
る
回
数
は
約
二
〇
箇
所
で
あ
る
。

　

最
後
に
『
教
行
信
証
』
以
外
の
書
物
に
お
い
て
、
「
具
足
」
が
仏
・
菩
薩
に
使
用

さ
れ
る
箇
所
を
列
挙
し
た
い
。
こ
れ
は
以
下
の
二
箇
所
し
か
な
い
。

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』

清
浄
微
妙
無
辺
の
刹
、
広
大
荘
厳
等
具
足
せ
り
。
（
念
仏
正
信
偈
・
四
八
五

頁
）

大
荘
厳
を
も
つ
て
衆
行
を
具
足
し
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
し
て
功
徳
成
就
せ
し

め
た
ま
ふ
（
問
答
分
・
四
九
一
頁
）

　

両
文
は
と
も
に
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
の
文
で
あ
り
、
仏
の
荘
厳
の
「
具
足
」
（
そ

な
え
る
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
節
に
示
し
た
通
り
、
親
鸞
に
お
い
て
「
成
就
」
（
〈
仏
道
を
〉
成
し
遂
げ
る
）

は
主
に
仏
・
菩
薩
に
使
用
さ
れ
る
。
仏
・
菩
薩
以
外
に
使
用
さ
れ
る
例
は
引
文
を
除

く
と
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
中
で
凡
夫
は
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
〈
の
仏
道
〉
を
成

し
遂
げ
る
）
が
採
用
さ
れ
る
。
ま
た
「
具
足
」
（
そ
な
え
る
）
に
つ
い
て
は
主
に

仏
・
菩
薩
以
外
に
使
用
さ
れ
、
仏
・
菩
薩
の
場
合
に
も
使
用
さ
れ
る
（
そ
の
場
合
の

ほ
と
ん
ど
は
引
文
で
あ
る
）
。
つ
ま
り
「
具
足
」
（
そ
な
え
る
）
に
関
し
て
は
ど
ち

ら
に
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

小
結

　

従
来
、
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
は
、
煩
悩
が
完
全
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
も
の
と
理

解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
成
就
」
は
、
全
て
「
不
断
煩
悩
」

（
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
）
の
側
面
の
「
煩
悩
」
の
み
が
語
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
こ

の
「
煩
悩
成
就
」
を
「
（
実
体
的
な
）
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
が
完
全
に
そ
な
わ
る
」
と
解

釈
す
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
「
煩
悩
」
は
「
断
滅
」
し
て
「
涅
槃
」
を
得
る
べ
き
も
の

と
な
り
「
断
煩
悩
」
の
側
面
の
「
煩
悩
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
場
合
、
そ
の
後

に
続
く
文
の
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
と
の
整
合
性
が
取
り
難
く
、
解
釈
に
苦
し
む
こ

と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
親
鸞
の
様
々
な
使
用
例
か
ら
筆
者
は
「
煩
悩
成
就
」
を
「
煩

悩
〈
の
仏
道
〉
を
成
し
遂
げ
る
」
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」
と

は
「
煩
悩
〈
の
仏
道
〉
を
成
就
す
る
凡
夫
」
で
あ
り
、
「
煩
悩
〈
の
仏
道
〉
を
成
し

遂
げ
る
凡
夫
」
、
す
な
わ
ち
「
煩
悩
（
不
断
煩
悩
の
側
面
の
〈
煩
悩
〉
）
を
無
自
性

空
と
正
し
く
了
解
す
る

45

（
成
し
遂
げ
る
）
凡
夫
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て

「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
は
従
来
の
研
究
通
り
、
「
煩
悩
を
具
足
す
る
（
そ
な
え
る
）

凡
夫
」
で
あ
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
凡
夫
」
の
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る

理
解
に
よ
り
、
「
煩
悩
成
就
」
の
凡
夫
に
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
「
煩

悩
具
足
」
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
が
故
に
、
「
煩
悩
具
足
」
は
「
断
煩

悩
」
の
側
面
の
「
煩
悩
」
に
も
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
の
「
煩
悩
」
に
も
、
ど
ち
ら

に
も
共
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

46

。

　

こ
の
よ
う
に
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
〈
の
仏
道
〉
を
成
し
遂
げ
る
）
を
、
「
煩

悩
」
を
無
自
性
空
と
正
し
く
了
解
す
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
繋

が
り
も
容
易
に
な
っ
て
く
る
。
「
煩
悩
成
就
」
と
は
、
「
煩
悩
即
菩
提
」
「
生
死
即

涅
槃
」
の
「
煩
悩
」
、
す
な
わ
ち
「
煩
悩
」
の
無
自
性
空
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
が
成
立
し
、
さ
ら
に
法
蔵
菩
薩
の
仏
道
の
「
成
就
」

（
自
利
利
他
）
と
い
う
衆
生
救
済
の
論
理
も
ま
た
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て

「
煩
悩
具
足
」
は
「
断
煩
悩
」
の
側
面
に
も
「
不
断
煩
悩
」
の
側
面
に
も
使
用
さ

れ
、
両
側
面
を
通
底
す
る
概
念
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
具
足
」
は
「
罪
悪
生
死
」
の

凡
夫
と
「
不
断
煩
悩
」
の
仏
・
菩
薩
を
繋
ぐ
基
盤
と
も
な
り
、
「
煩
悩
」
の
無
自
性
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空
（
縁
起
・
化

47

）
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　

か
か
る
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
我
々
は
「
善
悪
（
善
と
悪
に

分
別
す
る
）
」
の
凡
夫
で
あ
り
、
「
煩
悩
具
足
」
（
実
体
的
な
煩
悩
を
そ
な
え
る
）

の
凡
夫
、
実
の
凡
夫
（
全
て
実
体
視
す
る
凡
夫
）
で
あ
る
。
「
煩
悩
具
足
」
で
あ
る

以
上
、
臨
終
の
一
念
に
至
る
ま
で
、
身
を
煩
わ
せ
心
を
悩
ま
す
実
体
的
な
煩
悩
は
止

ま
ら
ず
、
消
え
ず
、
絶
え
る
こ
と
は
な
い

48

。
阿
弥
陀
如
来
の
悲
引
に
よ
り
、
「
罪
悪

生
死
」
（
流
転
輪
廻
、
実
）
の
凡
夫
か
ら
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
〈
の
仏
道
〉
を
成

就
す
る
、
煩
悩
即
菩
提
、
無
自
性
）
の
凡
夫
へ
と
開
導
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
三
業

に
繋
縛
せ
ら
れ
る
「
煩
悩
」
自
体
が
実
体
的
に
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
は

あ
く
ま
で
「
煩
悩
具
足
」
の
身
で
あ
る
。
実
体
的
に
消
滅
す
る
と
考
え
る
場
合
の

「
煩
悩
」
は
「
断
煩
悩
」
の
「
煩
悩
」
で
あ
り
、
「
生
死
流
転
」
し
続
け
る
。
し
か

し
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
の
仏
道
を
成
就
す
る
）
へ
と
開
導
せ
ら
れ
た
凡
夫
は
、

「
煩
悩
」
自
体
が
無
自
性
空
（
縁
起
・
化
）
と
領
解
さ
れ
て
い
く
の
で
、
「
煩
悩
を

断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
」
る
こ
と
に
な
り
、
「
大
乗
正
定
の
聚
に
住
」
し
、
「
か
な

ら
ず
滅
度
に
至
る
」
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
煩
悩
成
就
」
と
は
、

凡
夫
が
「
煩
悩
（
の
仏
道
）
」
を
成
し
遂
げ
て
い
く
こ
と
を
示
す
言
葉
で
あ
り
、
親

鸞
は
「
煩
悩
成
就
」
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
な
い
が
、
親
鸞
の
様
々
な
使
用
例
か
ら

考
え
れ
ば
、
実
は
、
凡
夫
が
「
煩
悩
」
を
無
自
性
空
（
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅

槃
）
と
正
し
く
了
解
し
て
い
く
仏
道
（
「
煩
悩
成
就
」
の
凡
夫
道
）
こ
そ
、
阿
弥
陀

如
来
の
本
願
力
の
「
成
就
」
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

か
か
る
親
鸞
の
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
就
す
る
）
の
論
理
に
、
親
鸞
の
人
間

論
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
親
鸞
に
い
う
「
煩
悩
成
就
」
と
は
、
大
乗
の
正
定

聚
に
住
し
、
必
ず
滅
度
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
煩
悩
即
菩
提
」
「
生
死
即
涅

槃
」
の
「
煩
悩
」
は
「
煩
悩
」
を
肯
定
し
、
煩
悩
の
ま
ま
に
自
己
や
社
会
や
国
家
の

都
合
の
良
い
こ
と
ば
か
り
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い

49

。
「
煩
悩
具
足
」
の
身
を
常
に

省
み
つ
つ
、
人
間
の
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
「
煩
悩
」
を
「
無
自
性
空
と
正
し
く
了
解
す

る
」
（
成
就
す
る
）
こ
と
で
己
の
「
煩
悩
」
を
超
克
し
て
生
き
て
い
く
人
間
論
で
あ

る
。
「
煩
悩
具
足
」
の
わ
が
身
は
、
「
煩
悩
」
を
実
体
視
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
分
別
し
比
較
し
て
悩
み
苦
し
み
、
業
報
思
想
に
捉
わ
れ
、
無
論
、
生

老
病
死
の
四
苦
を
解
決
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
し
か
し
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力

の
「
成
就
」
に
よ
り
、
凡
夫
が
「
煩
悩
」
を
「
成
就
」
す
る
こ
と
で
、
「
煩
悩
」
自

体
が
無
自
性
空
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
、
証
知
せ
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
無
我
・

縁
起
で
あ
り
、
有
的
に
比
較
・
分
別
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
い
く
。
自
他
一
如
で
あ

り
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
が
尊
い
存
在
で
あ
る
。
「
煩
悩
成
就
」
に
お
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
無
自
性
空
・
無
我
・
縁
起
で
あ
る
が
故
に
、
「
煩
悩
・
生

死
」
即
「
菩
提
・
涅
槃
」
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
さ
し
く
阿
弥
陀
如
来
の
悲
引
・
本
願

力
に
よ
り
証
知
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
「
煩
悩
成
就
」
の
「
即
菩
提
」
「
即
涅
槃
」
と

い
う
「
煩
悩
」
を
超
克
す
る
人
間
の
救
済
が
語
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
再
度
述

べ
る
が
、
「
煩
悩
成
就
」
（
煩
悩
を
成
し
遂
げ
る
）
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
仏
道

を
誤
り
、
「
無
自
性
空
」
を
「
無
」
と
曲
解
し
「
煩
悩
」
を
肯
定
し
、
自
己
や
社
会

や
国
家
の
思
い
通
り
に
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い

50

。
と
も
す
れ
ば
、

親
鸞
は
非
常
に
珍
し
い
言
葉
で
も
あ
る
「
煩
悩
成
就
」
に
つ
い
て
語
り
た
か
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
を
強
調
し
な
か
っ
た
の
は
誤
解
が
生
じ
る
恐
れ
を
回
避
し
た
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
「
煩
悩
」
の
肯
定
は
、
拙
稿
に
示
し
た
小
野
清
一
郎
の
戦
時
教
学

に
基
づ
く
法
学
論

51

に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
欲
望
・
煩
悩
の
ま
ま
に
生

き
る
人
間
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
、
「
大
乗
正
定
聚
」
に
住
し
涅
槃
に
至
る

こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
り
凡
夫
は
「
煩
悩
成
就
」

（
煩
悩
の
仏
道
を
成
し
遂
げ
る
）
へ
と
開
導
せ
ら
れ
る
と
は
い
え
、
臨
終
の
一
念
に

至
る
ま
で
、
常
に
「
煩
悩
具
足
」
（
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
そ
な
え
る
）
の
わ
が
身
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
凡
夫
が
「
煩
悩
」
を
無
自
性
空
と
正0

し
く

0

0

了
解
す
る
と

こ
ろ
に
、
ま
さ
し
く
「
煩
悩
成
就
」
は
成
立
し
、
無
明
長
夜
の
闇
は
破
さ
れ
、
煩
悩

を
生
き
る
人
間
の
仏
道
が
「
成
就
」
す
る
と
い
え
よ
う
。
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１ 
『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
七
号
、
二
〇
二
一
年

２
今
村
仁
司
は
、
「
親
鸞
を
哲、

学、

者、

（
智
慧
を
求
め
る
人
）
と、

し、

て、

厳、

密、

に、

受
け
止
め
る
必
要

が
あ
る
」
と
し
、
「
彼
の
著
作
『
教
行
信
証
』
を
学
的
組
織
の
言
説
、
哲、

学、

的、

テ、

キ、

ス、

ト、

と

し
て
定
義
」
す
る
。
そ
の
う
え
で
『
教
行
信
証
』
の
化
身
土
巻
に
注
目
し
、
親
鸞
思
想
に
基

づ
く
法
哲
学
を
論
考
し
て
い
る
。
（
同
『
親
鸞
と
学
的
精
神
』
岩
村
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、

二
一
、
一
四
八
～
一
五
九
頁
）

３
同
『
日
本
法
理
の
自
覚
的
展
開
』
（
有
斐
閣
、
一
九
四
二
年
）
、
同
『
歎
異
抄
講
話
』

（
大
法
輪
閣
、
一
九
四
七
年
）
等

４
同
『
憲
法
的
刑
法
学
の
展
開―

仏
教
思
想
を
基
盤
と
し
て
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
等

５
前
註
一

６
西
義
雄
は
、
応
用
仏
教
学
の
基
礎
学
と
そ
の
分
野
を
明
か
す
た
め
に
、
そ
の
第
一
の
立
場

に
、
仏
教
に
お
け
る
文
献
学
的
、
歴
史
学
的
研
究
を
仏
教
研
究
の
基
礎
学
と
見
た
う
え
で
、

倫
理
学
、
法
律
学
、
経
済
学
、
心
理
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
等
々
の
立
場
か
ら
こ
れ
に
関
連

す
る
仏
教
の
研
究
を
応
用
学
の
分
野
と
見
る
立
場
を
挙
げ
る
（
同
「
應
用
佛
教
學
の
基
盤
と

そ
の
分
野―

死
せ
る
佛
陀
觀
と
活
け
る
佛
陀
觀
を
視
點
と
し
て―

」
（
『
印
仏
研
』
一
五

（
二
）
、
六
〇
二
～
六
一
三
頁
、
一
九
六
七
年
）
。

７
池
本
重
臣
は
、
真
宗
学
と
は
「
宗
祖
の
根
本
的
立
場
を
出
発
点
と
し
て
、
宗
祖
の
教
義
を

教
理
史
の
立
場
よ
り
考
察
し
て
本
質
を
見
出
し
、
其
に
現
代
的
価
値
を
与
え
る
学
問
」
（
同

『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
九
年
、
二
九
三
頁
）
と
定
義
し
て

お
り
、
筆
者
の
提
示
す
る
親
鸞
思
想
に
基
づ
く
仏
教
「
法
学
」
論
の
研
究
、
い
わ
ば
真
宗

「
法
学
」
研
究
は
、
池
本
の
定
義
す
る
「
真
宗
学
」
に
合
致
す
る
と
考
え
て
い
る
。

８
『
教
行
信
証
』
「
正
信
偈
」
『
註
釈
版
聖
典
』
二
〇
四
頁

９
『
教
行
信
証
』
「
証
巻
」
同
右
三
〇
七
頁

10
『
御
消
息
』
同
右
七
七
六
頁

11
「
煩
悩
成
就
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
玉
木
興
慈
「
煩
悩
成
就
と
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」

（
『
真
宗
学
』 

一
二
八
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

12
星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証―

証
の
巻
・
真
仏
土
の
巻
』
一
九
九
四
年
、
法
蔵
館
、

一
一
四
三
頁

13
『
真
宗
新
辞
典
』
で
は
「
煩
悩
成
就
の
凡
夫
」
と
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
が
同
義
と
し
て
理

解
さ
れ
、
こ
れ
が
現
在
の
大
方
の
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
の
著
作
の
英
訳
を
参

照
し
て
も
両
者
を
道
義
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
本
願
寺
派
の
学
僧
の
興
隆
（
一
七
五
九

～
一
八
四
二
）
も
「
有
凡
夫
人
煩
悩
成
就
は
、
具
縛
の
凡
夫
の
煩
悩
具
足
を
指
す
。
成
就

は
、
具
足
円
満
の
義
な
り
」
と
あ
り
、
煩
悩
成
就
と
煩
悩
具
足
を
同
義
と
し
て
い
る
。
（
玉

木
興
慈
前
掲
論
文
）

14
親
鸞
に
お
け
る
「
煩
悩
具
足
」
と
「
煩
悩
成
就
」
が
異
な
る
意
義
を
持
つ
と
す
る
説
は
、
小

妻
道
生
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
小
妻
道
生
「
煩
悩
成
就
」
『
高
田
短
期
大
学
紀
要
』

第
三
号
、
一
九
八
五
年
）

15
玉
木
興
慈
前
掲
論
文

16
玉
木
興
慈
前
掲
論
文

17
小
妻
道
生
は
、
親
鸞
が
「
成
就
」
の
語
を
使
う
と
き
、
そ
れ
は
「
達
成
す
る
こ
と
、
完
成
す

る
こ
と
、
十
分
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
と
、
更
に
「
願
や
目
的
の
達
成
さ
れ
る

こ
と
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
主
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
成
就
」
と
い
う
語
が

行
信
の
果
と
し
て
の
証
の
意
義
を
も
つ
と
推
察
し
て
い
る
。
（
小
妻
前
掲
論
文
）

18
玉
木
は
、
親
鸞
の
著
作
に
は
、
成
就
の
語
は
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
達
成
す
べ
き
こ
と
が

ら
を
成
し
遂
げ
た
時
に
、
成
就
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
（
玉
木
興
慈
前
掲
論

文
）

19
杉
岡
孝
紀
は
、
「
親
鸞
は
経
・
論
・
釈
を
語
に
依
ら
ず
義
に
よ
っ
て
読
み
変
え
、
解
釈
し
て

い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
『
教
行
証
文
類
』
は
文
類
形
式
を
と
り
な
が
ら
も
、

引
文
を
含
め
全
文
が
親
鸞
自
身
の
文
で
あ
り
、
親
鸞
の
思
想
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
同
『
親
鸞
の
解
釈
と
方
法
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
、
七
六
頁
）

20
江
戸
宗
学
に
お
い
て
は
、
本
願
寺
派
学
僧
の
道
振
（
一
七
七
三
～
一
八
二
四
）
が
無
自
性
仏

性
説
を
展
開
し
て
い
る
。

21
同
『
教
行
信
証
と
仏
教
思
想
』
百
華
苑
、
一
九
四
九
年
、
二
八
～
三
一
頁

22
同
『
真
宗
の
本
願
論
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
三
年
、
五
六
～
六
三
頁

23
同
『
真
宗
の
本
願
論
』
六
三
頁

24
村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』
（
一
九
六
八
年
、
永
田
文
昌
堂
、
一
七
四
頁
）

25
村
上
速
水
、
前
掲
書
、
一
七
六
～
一
七
七
頁

04田中無量－縦.indd   7504田中無量－縦.indd   75 2021/08/06   17:32:552021/08/06   17:32:55



田中　無量 76

26
大
江
淳
誠
は
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
信
巻
末
に
『
涅
槃
経
』
を
挙
げ
て
罪
業
無
自
性
を
示

す
こ
と
を
指
摘
す
る
。
（
『
教
行
信
証
と
仏
教
思
想
』
二
八
頁
）

27
大
江
淳
誠
は
、
罪
業
無
自
性
の
義
は
衆
生
の
体
の
無
自
性
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
っ
て
、

「
真
仏
土
巻
」
に
も
『
涅
槃
経
』
を
引
用
し
て
こ
の
意
を
示
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。

（
同
『
教
行
信
証
と
仏
教
思
想
』
二
九
頁
）

28
大
江
淳
誠
は
、
こ
の
文
の
意
に
つ
い
て
「
煩
悩
の
外
に
仏
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
い
う
も
の

で
は
な
く
、
煩
悩
そ
れ
自
体
の
無
自
性
の
義
を
い
う
」
と
指
摘
す
る
。
（
『
教
行
信
証
と
仏

教
思
想
』
一
六
二
頁
）

29
池
本
重
臣
は
自
力
と
他
力
の
思
想
に
つ
い
て
、
「
自
力
法
と
は
、
因
果
の
法
則
・
業
思

想
・
差
別
の
論
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
弥
陀
法
は
第

十
八
願
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
等
の
論
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
「
自

力
法
は
人
間
の
論
理
、
差
別
の
論
理
、
相
対
の
論
理
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
、
他
力
法
は
仏
の
論
理
、
平
等
の
論
理
、
絶
対
の
論
理
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
仏
の
論
理
、
平
等
の
論
理
は
仏
教
で
は
ど
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
縁
起
説
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て

い
る
。
（
池
本
重
臣
『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
』
三
六
四
、
三
六
五
頁
）

30
大
江
淳
誠
は
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
信
巻
末
に
、
『
論
註
』
八
番
問
答
の
な
か
の
第
六

問
答
に
お
い
て
滅
罪
の
義
を
論
ず
る
根
拠
は
、
空
の
義
で
あ
り
、
罪
業
の
体
自
性
な
き
が
故

に
、
真
実
法
の
力
用
よ
く
こ
れ
を
破
す
る
こ
と
を
示
す
と
指
摘
す
る
。
（
同
『
教
行
信
証
と

仏
教
思
想
』
二
九
頁
）

31
親
鸞
は
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
の
「
生
」
に
つ
い
て
、
『
論
註
』
を
引
用
し
「
無
生
の
生
」

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
『
教
行
信
証
』
「
行
巻
」
大
行
釈
・
『
論
註
』
引
文
、
一
五
七
～

一
五
八
頁
）

32
大
江
淳
誠
は
、
親
鸞
が
「
罪
業
も
と
よ
り
か
た
ち
な
し
」
と
い
え
る
の
は
明
ら
か
に
無
自
性

空
無
所
有
の
義
に
お
い
て
こ
れ
を
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

そ
の
う
え
で
空
無
所
有
、
無
自
性
で
な
け
れ
ば
他
力
回
向
の
義
の
根
拠
を
失
い
、
転
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
転
悪
成
善
は
廻
向
の
意
義
で
あ
り
、
仏
の
真
実
功
徳
の
力
が
よ
く
衆
生

の
造
悪
に
入
り
、
融
摂
せ
し
む
る
と
い
う
義
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
（
同
『
教
行
信
証
と
仏

教
思
想
』
七
三
頁
）

33
小
妻
道
生
は
、
「
煩
悩
成
就
」
の
言
葉
は
、
「
信
心
開
発
」
（
念
仏
正
信
偈
）
、
「
弥
陀
の

弘
誓
」
、
「
他
力
の
信
」
（
高
僧
和
讃
）
と
呼
応
し
あ
う
積
極
的
な
意
義
を
持
つ
が
、
「
煩

悩
を
具
足
す
る
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
言
葉
が
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘

す
る
。
（
小
妻
前
掲
論
文
）

34
例
え
ば
「
方
便
化
身
土
巻
」
に
は
、
「
「
汝
是
凡
夫
心
想
羸
劣
」
と
い
へ
り
、
す
な
は
ち

こ
れ
悪
人
往
生
の
機
た
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。
」
（
観
経
隠
顕
・
三
八
二
頁
）
、
「
韋
提
は

す
な
は
ち
こ
れ
女
人
の
相
、
貪
瞋
具
足
の
凡
夫
の
位
な
り
」
（
観
経
隠
顕
・
三
九
一
頁
）
、

「
い
は
ゆ
る
凡
夫
・
人
・
天
の
諸
善
、
人
・
天
の
果
報
、
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
み
な
こ

れ
顛
倒
す
、
み
な
こ
れ
虚
偽
な
り
。
」
（
観
経
隠
顕
・
三
九
一
頁
）
、
「
も
ろ
も
ろ
の
凡
夫

の
病
を
知
る
に
三
種
あ
り
。
一
つ
に
は
貪
欲
、
二
つ
に
は
瞋
恚
、
三
つ
に
は
愚
痴
な
り
。
」

（
真
門
釈
・
四
〇
九
頁
）
、
「
当
今
の
凡
夫
は
現
に
信
想
軽
毛
と
名
づ
く
、
ま
た
仮
名
と
い

へ
り
、
ま
た
不
定
聚
と
名
づ
く
、
ま
た
外
の
凡
夫
と
名
づ
く
。
い
ま
だ
火
宅
を
出
で
ず
。
」

（
聖
道
釈
・
二
門
通
塞
・
四
一
五
頁
）
と
あ
る
。

35
凡
夫
に
お
け
る
因
果
の
実
体
視
は
親
鸞
に
い
う
「
信
罪
福
心
」
と
も
い
え
よ
う
。
例
え
ば

梯
實
圓
は
、
「
罪
福
を
信
ず
る
と
は
、
善
因
楽
果
、
悪
因
苦
果
と
言
う
因
果
応
報
の
道
理
、

廃
悪
修
善
の
道
理
だ
け
を
信
じ
て
仏
智
不
思
議
の
本
願
を
信
じ
な
い
者
を
い
う
の
で
あ
る
」

（
同
『
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
講
讃
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
〇
年
、
三
八
頁
）
と
述
べ

て
い
る
。

36
渡
邊
了
生
は
、
親
鸞
の
い
う
「
〔
義
〕
な
き
を
義
と
す
」
と
は
、
「
信
罪
福
心
に
よ
る
実

体
的
業
報
思
想
へ
の
と
ら
わ
れ
＝
自
力
の
執
心
＝
自
力
の
ひ
と
の
は
か
ら
ひ
」
で
あ
る
と
こ

ろ
の
〔
義
〕
、
そ
の
〔
義
〕
な
き
（
否
定
・
超
克
）
を
「
義
と
す
」
（
＝
他
力
の
道
理
・

法
則
の
信
知
）
と
了
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
同
「
親
鸞
が
語
る

「
自
力
」
概
念
の
基
底
と
は―

「
信
罪
福
心
」
、
ケ
ネ
ス
タ
ナ
カ
編
『
智
慧
の
潮-

親
鸞
の

智
慧
・
主
体
性
・
社
会
性
』
武
蔵
野
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）

37
小
妻
道
生
は
、
機
の
深
信
と
法
の
深
信
と
は
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
と
同
様
に
、
「
煩
悩

成
就
せ
る
あ
り
て
」
と
い
う
こ
と
と
「
浄
土
に
生
る
る
こ
と
」
と
は
、
一
つ
の
こ
と
で
あ
る

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
煩
悩
が
煩
悩
と
し
て
あ
る
だ
け
で
は
、
「
浄
土
に
生
る
る
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
煩
悩
が
煩
悩
と
し
て
十
分
に
そ
の
目
的
を
果
す
と
き
に
、
浄
土
に
生

る
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
煩
悩
の
使
命
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
を
浄
土
に
送
る
と
こ
ろ
に
あ
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り
、
煩
悩
が
導
火
線
と
な
っ
て
人
を
し
て
浄
土
に
目
を
開
か
せ
た
と
き
、
そ
の
煩
悩
が
煩
悩

と
し
て
の
使
命
を
全
う
し
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
「
凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
」
と

い
う
こ
と
と
「
浄
土
に
生
る
る
こ
と
を
得
る
」
こ
と
と
は
、
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
、
と
指
摘

す
る
。
（
小
妻
前
掲
論
文
）

38
「
し
か
る
に
薄
地
の
凡
夫
、
底
下
の
群
生
、
浄
信
獲
が
た
く
極
果
証
し
が
た
し
。
」

（
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
三
法
列
釈
・
四
八
〇
頁
）
、
「
「
凡
夫
」
は
す
な
は
ち
わ
れ
ら
な

り
、
本
願
力
を
信
楽
す
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
な
り
」
（
『
一
念
多
念
文
意
』
六
九
二

頁
）
、
「
凡
夫
な
れ
ば
と
て
、
な
に
ご
と
も
お
も
ふ
さ
ま
な
ら
ば
、
ぬ
す
み
を
も
し
、
人
を

も
こ
ろ
し
な
ん
ど
す
べ
き
か
は
。
」
（
『
御
消
息
』
八
〇
〇
頁
）
等
。

39
『
御
消
息
』
「
信
心
を
え
た
る
ひ
と
は
、
か
な
ら
ず
正
定
聚
の
位
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
に
等
正

覚
の
位
と
申
す
な
り
。
」
（
『
註
釈
版
聖
典
』
七
五
八
頁
）

40
「
信
巻
」
「
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
弥
勒
大
士
は
等
覚
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
ゑ
に
、
竜
華

三
会
の
暁
、
ま
さ
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
。
念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が

ゆ
ゑ
に
、
臨
終
一
念
の
夕
べ
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
ゆ
ゑ
に
便
同
と
い
ふ
な
り
。
」
（
同

右
二
六
四
頁
）

41
「
信
巻
」
「
『
華
厳
経
』
（
入
法
界
品
・
晋
訳
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
こ
の
法
を
聞
き
て
信

心
を
歓
喜
し
て
、
疑
な
き
も
の
は
す
み
や
か
に
無
上
道
を
成
ら
ん
。
も
ろ
も
ろ
の
如
来
と
等

し
」
と
な
り
。
」
（
同
右
二
三
七
頁
）
、
『
浄
土
和
讃
』
「
信
心
よ
ろ
こ
ぶ
そ
の
ひ
と
を
　

如
来
と
ひ
と
し
と
と
き
た
ま
ふ
　

大
信
心
は
仏
性
な
り
　

仏
性
す
な
は
ち
如
来
な
り
」
（
同

右
五
七
三
頁
）
、
『
御
消
息
』
「
ま
こ
と
の
信
心
あ
る
ひ
と
は
、
等
正
覚
の
弥
勒
と
ひ
と
し

け
れ
ば
、
如
来
と
ひ
と
し
と
も
、
諸
仏
の
ほ
め
さ
せ
た
ま
ひ
た
り
と
こ
そ
、
き
こ
え
て
候

へ
。
」
（
同
右
七
七
六
頁
）

42
「
答
へ
て
い
は
く
、
い
ま
し
衆
生
障
重
く
し
て
、
境
は
細
な
り
心
は
粗
な
り
。
識
颺
り
、

神
飛
び
て
、
観
成
就
し
が
た
き
に
よ
り
て
な
り
。
」
（
『
教
行
信
証
』
「
行
巻
」
大
行
釈
・

一
六
四
頁
）
、
「
こ
の
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
こ
の
人
、
不
具
足
信
を
成
就
す

と
。
」
（
『
教
行
信
証
』
「
化
身
土
巻
」
真
門
釈
・
四
〇
七
頁
）

43
「
菩
薩
は
第
五
門
に
出
で
て
回
向
利
益
他
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る
べ
し
。
」
、

「
菩
薩
は
か
く
の
ご
と
く
五
門
の
行
を
修
し
て
自
利
利
他
し
て
す
み
や
か
に
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。
」
（
行
巻
・
大
行
釈
・
一
五
四

頁
）
、
「
こ
の
ゆ
ゑ
に
如
来
、
一
切
苦
悩
の
群
生
海
を
矜
哀
し
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま

ひ
し
と
き
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
回
向
心
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す

る
こ
と
を
得
た
ま
へ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
利
他
真
実
の
欲
生
心
を
も
つ
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま

へ
り
。
」
（
信
巻
・
法
義
釈
・
二
四
一
頁
）
、
「
そ
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如

来
の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
ゆ
ゑ
に
、
も
し
は
因
、
も
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如

来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
」

（
証
巻
・
四
法
結
釈
・
三
一
二
頁
）
等
。

44 

小
妻
道
生
は
、
親
鸞
の
意
図
す
る
「
成
就
」
は
、
達
成
す
る
、
完
成
す
る
、
十
分
に
果
た

さ
れ
る
と
い
う
意
味
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
「
成
就
」
の
主
体
が
、
願
成
就
、
金
剛
心
成

就
、
回
向
成
就
、
大
悲
心
成
就
な
ど
、
成
就
さ
れ
る
べ
き
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
親
鸞
に
お
け
る
「―

―

成
就
」
と
い
う
語
は
、
そ
の
語
自
体
の
中

に
、
す
で
に
証
の
内
面
を
表
示
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
こ
と

は
、
「―

―

成
就
」
の
語
が
、
証
巻
に
き
わ
だ
っ
て
多
く
使
わ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
証
明

さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
（
小
妻
前
掲
論
文
）

45
大
江
淳
誠
は
、
親
鸞
の
「
一
乗
海
釈
」
及
び
『
高
僧
和
讃
』
な
ど
に
氷
水
の
喩
を
も
っ
て
煩

悩
即
菩
提
の
義
を
示
す
も
の
は
、
体
一
な
り
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
罪
悪
の
無
自
性
を
あ
ら

わ
す
の
で
あ
る
。
罪
悪
無
自
性
な
る
が
故
に
願
力
よ
く
転
ぜ
し
む
る
こ
と
を
得
る
、
と
述
べ

て
い
る
。
（
同
『
真
宗
の
本
願
論
』
一
六
〇
頁
）

46
小
妻
道
生
は
、
親
鸞
に
お
い
て
は
、
「
煩
悩
具
足
」
と
「
煩
悩
成
就
」
と
は
異
な
っ
た
意
義

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
煩
悩
具
足
」
は
、
苦
悩
の
真
只
中
の
言
葉
で
あ

り
、
そ
れ
を
通
り
ぬ
け
て
、
明
の
世
界
に
ぬ
け
出
た
言
葉
が
「
煩
悩
成
就
」
と
い
う
言
葉
だ

と
思
う
。
即
ち
「
煩
悩
成
就
」
は
、
証
の
内
面
を
表
示
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
と
し
て
の

意
義
を
持
つ
と
指
摘
す
る
。
（
小
妻
前
掲
論
文
）

47
「
諸
法
は
因
縁
生
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
こ
れ
不
生
に
し
て
、
所
有
な
き
こ
と
虚
空
の
ご
と

し
」
（
「
行
巻
」
大
行
釈
・
一
五
七
頁
）
、
「
一
切
の
法
は
み
な
こ
れ
化
な
り
。
こ
の
法
の

な
か
に
お
い
て
（
中
略
）
諸
仏
の
法
の
変
化
あ
り
、
煩
悩
の
法
の
変
化
あ
り
、
業
因
縁
の
法

の
変
化
あ
り
。
」
（
「
真
仏
土
巻
」
真
仏
土
釈
・
三
六
六
頁
）
、
「
往
生
の
た
め
に
千
人
こ

ろ
せ
と
い
は
ん
に
、
す
な
は
ち
こ
ろ
す
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
一
人
に
て
も
か
な
ひ
ぬ
べ
き

業
縁
な
き
に
よ
り
て
、
害
せ
ざ
る
な
り
。
」
（
『
歎
異
抄
』
八
四
三
頁
）
、
「
「
さ
る
べ
き
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業
縁
の
も
よ
ほ
さ
ば
、
い
か
な
る
ふ
る
ま
ひ
も
す
べ
し
」
と
こ
そ
、
聖
人
（
親
鸞
）
は
仰
せ

候
ひ
し
に
」
（
同
八
四
四
頁
）

48
「
煩
は
身
を
わ
づ
ら
は
す
、
悩
は
こ
こ
ろ
を
な
や
ま
す
と
い
ふ
。
」
（
『
唯
信
鈔
文
意
』

七
〇
八
頁
）
、
「
「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
身
に
み
ち
み
ち
て
、
（
中

略
）
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と
」
（
『
一
念
多
念
文

意
』
六
九
三
頁
）

49
大
江
淳
誠
は
、
「
諸
法
無
自
性
空
の
義
を
根
底
に
有
す
る
以
上
、
そ
の
転
成
を
限
っ
て
涅

槃
の
果
智
と
の
み
す
べ
き
で
は
な
い
。
現
生
の
有
漏
心
の
上
に
も
語
り
得
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
啻
に
個
人
的
性
格
に
の
み
限
ら
ず
、
ひ
ろ
く
こ
れ
を
社
会
の
複
合
体
の
上
に
も
語
り
得

る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
現
世
を
穢
悪
濁
世
と
談
じ
、
人
間
を
無
有
出
離
之
縁
と
な
す
も
の

は
、
現
世
の
真
相
人
間
の
性
得
を
顕
わ
し
て
、
も
っ
て
そ
の
所
謂
他
力
法
成
立
の
因
由
を
示

す
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
濁
悪
相
を
語
っ
て
こ
れ
を
示
す
と
こ
ろ
に
却
っ
て
倫
理
的
規

範
の
必
要
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
規
範
は
も
っ
て
彼
岸
の
理
想
と
す
る
涅
槃
の

無
我
に
順
じ
、
こ
れ
を
凡
夫
有
漏
心
に
相
応
し
て
示
し
、
こ
れ
を
倫
理
的
無
我
と
し
、
個
人

お
よ
び
社
会
の
生
活
に
現
出
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
、
こ
れ
が
親
鸞
聖
人
の
教
学
に
含
む
現

世
に
お
け
る
倫
理
的
価
値
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
同
『
教
行
信
証
と
仏
教

思
想
』
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
）

50
『
御
消
息
』
に
は
「
も
と
は
無
明
の
酒
に
酔
ひ
て
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
を
の
み

好
み
め
し
あ
う
て
候
ひ
つ
る
に
、
仏
の
ち
か
ひ
を
き
き
は
じ
め
し
よ
り
、
無
明
の
酔
ひ
も
や

う
や
う
す
こ
し
づ
つ
さ
め
、
三
毒
を
も
す
こ
し
づ
つ
好
ま
ず
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
つ
ね

に
好
み
め
す
身
と
な
り
て
お
は
し
ま
し
あ
う
て
候
ふ
ぞ
か
し
。
（
中
略
）
薬
あ
り
、
毒
を
好

め
と
候
ふ
ら
ん
こ
と
は
、
あ
る
べ
く
も
候
は
ず
と
ぞ
お
ぼ
え
候
ふ
。
」
（
七
三
九
頁
）
と
あ

る
。

51
前
註
一
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